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はじめに…

「性差医学・医療」と女性外来、
労災疾病等13分野研究の関わり
研究 1

夜間労働時の日内リズムの乱れと性差
「女性の深夜・長時間労働が内分泌環境に及ぼす影響に係る研究・開発、普及」より

研究 2

頭痛診療における性差について
女性外来および神経内科の受診者のデータから

研究 3

慢性の痛みは女性に多い !?
「職場における腰痛の発症要因の解明に係る研究・開発、普及」より

研究 4

女性はストレスに強い ! 男女で異なるストレス性血圧反応
「業務の過重負担による脳・心臓疾患 ( 過労死 )」分野研究より

研究 5

働く女性のメンタルヘルス−ココロ・ブルーと脳ブルー
「勤労者の抑うつ、疲労の客観的評価に関する研究」より

パネルディスカッション

研究から見えてきた性差をどう生かすか

用語解説

女性外来の取組み
座談会
働く女性の健康を支えて ......

労災病院の女性外来〜各地での取組み

付録

働く女性の健康管理対策

特別寄稿

「女性総合外来」の役割

Reference
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　第一部では、「性差医学・医療」と女性外来、労働疾病等
13分野研究の関係について述べた導入部に続き、平成23
年 9月 17日に、愛媛県新居浜市で行われた「第９回女性
医療フォーラム」の研究発表およびディスカッションの誌上
再現を試みます。当日は、（独）労働者健康福祉機構が取り
組む「労災疾病等13分野医学研究・開発、普及事業」の各
分野の中から、「性差」という切り口で、「働く女性のための
メディカル・ケア」分野の研究に加えて、整形外科分野、循
環器内科分野、精神科分野から貴重な情報が提供されました。
　それぞれの研究は独立したものですが、働く女性の健康の
視点から見ると、「女性ホルモン」「睡眠時間」等のキーワー
ドでつながるものも多く、改めて「女性特有の生理学的な変
化」と「働き方」および「健康」の密接な関係が浮き彫りに
なりました。

「性差医学・医療」と
女性外来、労災疾病等
13分野研究の関わり

Chapter

1



4

性
差
医
学
・
性
差
医
療
と
は

　

従
来
か
ら
、
女
性
と
男
性
で
は
か
か
り
や
す
い
疾

患
に
違
い
が
あ
る
こ
と
、
同
じ
病
気
で
も
発
症
年
齢

や
予
後
な
ど
が
異
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
性
差
医
学
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
差
異
を
科
学
的
に

根
拠
の
あ
る
医
学
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
確
立
す
る
た

め
の
調
査
、
研
究
で
あ
り
、「
性
差
医
療
」
と
は
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
診
断
、

治
療
、
予
防
措
置
を
行
う
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
も
、

現
代
の
医
学
・
医
療
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
概
念
の
一
つ
で
す
。

（
独
）
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
と

「
性
差
医
学
・
医
療
」

　
（
独
）
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
は
、「
働
く
女
性
の

健
康
維
持
、
向
上
に
貢
献
す
る
」
立
場
か
ら
「
性
差

医
学
・
医
療
」
に
注
力
し
て
い
ま
す
。「
性
差
医
学
」

の
面
で
は
、
労
災
疾
病
等
13
分
野
研
究
の
中
に
「
働

く
女
性
の
た
め
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
」
分
野
を
設

け
、
月
経
や
更
年
期
の
問
題
、
結
婚
、
出
産
、
子
育

て
、
介
護
等
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
が
、
女
性
の

Ｑ
Ｗ
Ｌ
（Q

uality of W
orking Life:

勤
労
生
活

の
質
）
に
ど
う
関
わ
る
か
等
の
研
究
を
重
ね
、
エ

ビ
デ
ン
ス
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は

http://w
w

w
.research12.jp/index.htm

l　
「
働

く
女
性
の
健
康
」
を
参
照
）

　
「
性
差
医
療
」
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
全
国
で
７

箇
所
の
労
災
病
院
に
設
置
し
た
女
性
外
来
を
通
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
17
年
か

ら
開
催
し
て
い
る
「
女
性
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

は
、
数
回
に
わ
た
っ
て
「
性
差
医
学
・
医
療
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
当
該
分
野
に
お
け
る
日
本
の

第
一
人
者
で
あ
る
天
野
恵
子
先
生
（
現
：
財
団
法

人
野
中
東
晧
会
清
風
荘
病
院
特
別
顧
問
）
等
を
お
招

き
し
て
お
話
を
伺
い
、
ま
た
労
災
病
院
の
医
師
等

ら
も
研
究
発
表
や
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

（
詳
し
く
はhttp://w

w
w

.rofuku.go.jp/yobo/
josei_kenko//tabid/367/D

efault.aspx

参
照
）

取
組
み
の
成
果
を

社
会
に
還
元
す
る
た
め
に

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
続
け
る
中
、「
働
く
女
性
の

た
め
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
」分
野
研
究
の
一
環
、「
女

性
の
深
夜
・
長
時
間
労
働
が
内
分
泌
環
境
に
及
ぼ
す

影
響
に
係
る
研
究
・
開
発
、
普
及
」
に
お
い
て
、
非

常
に
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
導
き
出
さ
れ
ま
し
た
。
本

冊
子
６
ペ
ー
ジ
か
ら
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

愛
媛
労
災
病
院
の
宮
内
文
久
医
師
に
よ
る
研
究
で
、

深
夜
労
働
が
内
分
泌
環
境
に
与
え
る
影
響
に
明
ら
か

な
男
女
差
が
観
察
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
他
の

13
分
野
の
研
究
者
に
「
担
当
分
野
で
性
差
が
認
め
ら

れ
る
例
は
な
い
か
」
と
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、「
筋
・

骨
格
系
疾
患
」
分
野
、「
脳
・
心
臓
疾
患
」
分
野
、「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
分
野
等
か
ら
声
が
あ
が
り
、
平
成

23
年
９
月
の
「
第
９
回
女
性
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

は
、「
性
差
」
に
着
目
し
た
テ
ー
マ
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
女
性
の
方
が
深
夜
労
働
に

対
す
る
感
応
が
大
き
い
」、「
慢
性
的
な
痛
み
の
訴
え

は
女
性
に
多
い
」
等
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
け
ば
、
女
性

の
深
夜
労
働
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う
議

論
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
一
見
、
男
女
の
雇
用
機

会
の
平
等
性
を
目
的
と
し
て
い
る
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
（
以
下
「
均
等
法
」
と
表
示
）
に
相
反
す
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
均
等
法
に
は
医
学
的
な

性
差
を
前
提
に
し
た
母
性
保
護
規
定
が
あ
り
、
女
性

が
母
性
を
尊
重
さ
れ
つ
つ
働
く
環
境
を
実
現
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
、〝
機
会
均
等
と
母

性
保
護
の
両
立
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
〟
を
議

論
し
て
い
く
際
、
13
分
野
研
究
で
得
ら
れ
た
エ
ビ
デ

ン
ス
は
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
当

機
構
で
は
、
今
後
も
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
研

究
成
果
に
つ
い
て
広
く
情
報
提
供
し
、
医
療
機
関
の

皆
様
や
職
場
の
人
事
・
衛
生
管
理
担
当
者
の
皆
様
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、男
女
両
性
に
と
っ
て
、

よ
り
働
き
や
す
い
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

は
じ
め
に
…
…

※本文中に太字で示した用語は p24 に用語解説があります。
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分野

四肢切断、骨折等の職業性外傷 ○職業性の四肢の挫滅損傷及び外傷性切断に対する早期治療等に関する地域医療連携体制の
　構築に係る研究・開発、普及

高・低温、気圧、放射線等の
物理的因子による疾患

○職業性皮膚疾患の診断、治療、予防のためのデータベース構築に係る研究・開発、普及

身体への過度の負担による
筋・骨格系疾患

○職場における腰痛の発症要因の解明に係る研究・開発、普及

振動障害 ○振動障害の末梢循環障害、末梢神経障害等の客観的評価法に係る研究・開発、普及

化学物質の曝露による産業中毒 ○産業中毒の迅速かつ効率的な診断法に係る研究・開発、普及

粉じん等による呼吸器疾患
○じん肺に合併した肺がんのモデル診断法に係る研究・開発、普及
○じん肺合併症の客観的評価法に係る研究・開発、普及
○新たな粉じんにより発症するじん肺の診断・治療法に係る研究・開発、普及

業務の過重負荷による
脳・心臓疾患 （過労死）

○業務の過重負荷による脳・心臓疾患の発症要因に係る研究・開発、普及

勤労者のメンタルヘルス
○職場におけるメンタルヘルス不調予防に係る研究・開発、普及
○うつ病の客観的診断法に係る研究・開発、普及

働く女性のための
メディカル・ケア

○働く女性の月経関連障害及び更年期障害のＱＷＬ（Quality of Working Life）に及ぼす影響に
　係る研究・開発、普及
○女性の深夜・長時間労働が内分泌環境に及ぼす影響に係る研究・開発、普及
○働く女性のストレスと疾病発症・増悪の関連性に係る研究・開発、普及
○働く女性における介護ストレスに関する研究・開発、普及

職場復帰のための
リハビリテーション及び
勤労者の罹患率の高い疾病の
治療と職業の両立支援

○早期職場復帰を可能とする各種疾患に対するリハビリテーションのモデル医療に係る研究・開発、普及
○疾病の治療と職業生活の両立を図るモデル医療及び労働者個人の特性と就労形態や職場環境等
　との関係が疾病の発症や治療、予防に及ぼす影響等に係る分野横断的研究・開発、普及

アスベスト関連疾患 ○中皮腫等のアスベスト関連疾患の救命率の向上を目指した早期診断・治療法及び予防法に係る
　研究・開発、普及

せき髄損傷 ○せき髄損傷の予防法と早期治療体系の確立に係る研究・開発、普及

○職場環境等による急性視力障害の予防、治療法に係る研究・開発、普及騒音、電磁波等による感覚器障害

研究・開発、普及テーマ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

労災疾病等13分野医学研究・開発、普及事業
労働政策上課題となっている労災疾病等 13 分野について、モデル医療やモデル予防法の研究開発のプラ
ンニングから成果普及までを一貫して行うプロジェクト研究。平成 16 年度からの第１期に引き続き、現
在は平成 21 年度からの５カ年計画による第二期研究が進められている。

詳しくは http://www.research12.jp/ 参照

表の⑤、⑨、⑩、⑪は、今回の冊子でとりあげた研究分野

はじめに
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■ 図1 夜間の光刺激が血中メラトニン濃度に及ぼす影響

昼間

夜間（暗闇）

夜間（光刺激）

光刺激3000ルクス

6

夜
間
に
光
を
浴
び
る
と

メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
リ
ズ
ム
が
変
動
す
る

　

ヒ
ト
は
サ
ル
か
ら
続
く
進
化
の
過
程
で
「
光
」
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。照
明
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、

徐
々
に
闇
の
中
に
も
生
活
空
間
を
確
保
し
、
現
代
で

は
夜
間
労
働
が
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ヒ
ト
と
い
う
動
物
の
も
と
も
と
の
生
態
を
考

え
れ
ば
、
夜
間
に
働
く
こ
と
は
〝
不
自
然
〟
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
夜
間
労
働
に
伴
う
内
分
泌

学
的
な
変
化
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
夜
間
労
働

が
ヒ
ト
の
身
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か

を
科
学
的
に
評
価
す
る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
研
究
を
思
い
立
っ
た
そ
も
そ
も
の
発
端

は
、
産
婦
人
科
医
と
し
て
、
夜
中
過
ぎ
ま
で
飲
食
店

で
働
く
女
性
や
昼
間
や
夜
間
の
シ
フ
ト
勤
務
を
す
る

看
護
師
か
ら
、
不
規
則
な
月
経
の
悩
み
を
訴
え
ら
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
で
す
。
彼
女
ら
と
、
教
師

や
事
務
員
ら
昼
間
だ
け
働
く
女
性
た
ち
と
を
比
べ
る

と
、
不
規
則
な
月
経
の
出
現
率
が
は
る
か
に
高
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
も
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
不
規
則
な
月
経
の

出
現
率
は
、
夜
間
勤
務
の
回
数
が
増
え
る
ほ
ど
高
く

な
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
夜
働
く
」

こ
と
が
、
何
ら
か
の
形
で
「
卵
巣
機
能
」
へ
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
い
っ
た

い
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

研
究
の
最
初
の
段
階
で
、
脳
か
ら
分
泌
さ
れ
る
メ

ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
に
注
目
し
ま
し
た
。
メ

ラ
ト
ニ
ン
は
睡
眠
周
期
に
関
わ
る
ホ
ル
モ
ン
と
さ

れ
、
血
中
の
濃
度
は
、
通
常
、
昼
間
は
低
く
夜
に
な

る
に
従
っ
て
徐
々
に
上
昇
し
、
夜
中
の
２
時
に
ピ
ー

ク
を
示
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
人
が
普
通
な
ら
暗
い
と
こ
ろ
で
過
ご
す

夜
の
時
間
帯
に
、
光
刺
激
を
与
え
る
と
ど
う
な
る
か

を
調
べ
ま
し
た
。
具
体
的
な
方
法
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
被
験
者
の
看
護
師
に
手
術
台
の
上
に
横
に
な
っ
て

も
ら
い
、
手
術
で
使
う
無
影
灯
の
光
３
０
０
０
ル
ク

ス
を
浴
び
せ
ま
し
た
。
す
る
と
、
本
来
で
し
た
ら
夜

間
に
上
昇
す
る
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
量
が
、
上
が
ら

な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
図
１
）

　労災疾病等 13 分野研究の「働く女性のためのメディカル・ケア」分野
のうち、宮内文久医師が担当する研究では、女性の働き方に一石を投じる
可能性のある結果が得られました。それは、「深夜労働がヒトの内分泌に及
ぼす影響には男女差がある」というもの。また、同研究は、血液中と唾液
中の副腎皮質ホルモン（ストレスに関連するホルモン）の分泌量変化から
その相関関係を発見するという貴重な成果も上げました。将来的に「唾液
中のホルモンを測定することで、労働によるストレス度を診断するツール」
が開発される際、その根拠となる可能性がある先端的な知見です。

夜間労働時の
日内リズムの乱れと性差
「女性の深夜・長時間労働が内分泌環境に及ぼす
影響に係る研究・開発、普及」より

研究1

愛媛労災病院
副院長　産婦人科部長

宮内 文久
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■ 図2 夜間の光刺激が血中メラトニン、LH濃度に及ぼす影響
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7

メ
ラ
ト
ニ
ン
の
変
動
は

性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
と
相
関
す
る

　

メ
ラ
ト
ニ
ン
は
、
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
と
深
い
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

季
節
発
情
を
示
す
動
物
で
は
、
日
照
時
間
の
変
化
、

す
な
わ
ち
、
目
か
ら
入
っ
て
く
る
光
刺
激
が
脳
に
伝

え
ら
れ
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
こ
の
メ

ラ
ト
ニ
ン
の
濃
度
の
変
化
に
よ
っ
て
、
性
腺
刺
激
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
量
が
調
整
さ
れ
て
季
節
発
情
が
起
こ

り
ま
す
。

　

で
は
ヒ
ト
の
場
合
は
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
性
腺
刺
激

ホ
ル
モ
ン
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
の
代
表
と
し
て
Ｌ
Ｈ
（
黄

体
生
成
ホ
ル
モ
ン
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
に
よ
っ
て
脳
の
下
垂
体
へ

刺
激
が
伝
わ
り
Ｌ
Ｈ
が
分
泌
さ
れ
る
の
で
す
が
、
こ

こ
に
夜
間
に
光
刺
激
を
与
え
る
と
ど
う
な
る
か
を
示

し
た
の
が
、
図
２
で
す
。

　

前
回
は
３
０
０
０
ル
ク
ス
と
い
う
強
い
光
刺
激
で

し
た
が
、
こ
の
と
き
は
１
０
０
０
ル
ク
ス
、
夜
間

の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
机
の
上
の
約
２
倍
程

度
の
明
る
さ
で
影
響
を
調
べ
ま
し
た
。
夜
10
時
ま
で

１
０
０
０
ル
ク
ス
の
光
刺
激
を
受
け
て
か
ら
眠
っ
た

場
合
、
す
な
わ
ち
自
然
な
時
間
帯
に
睡
眠
を
と
っ
た

場
合
、
深
夜
２
時
ま
で
、
翌
朝
８
時
ま
で
光
刺
激
を

受
け
た
場
合
と
い
う
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
分
泌
量
の
ピ
ー
ク
は
い
ず
れ

も
午
前
２
時
過
ぎ
に
あ
る
も
の
の
、
光
刺
激
を
受
け

る
と
量
そ
の
も
の
が
下
が
り
ま
す
。
こ
の
と
き
に
性

腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
Ｌ
Ｈ
を
測
定
す
る
と
、
Ｌ
Ｈ
の
分

泌
量
も
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン（
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
）の

日
内
リ
ズ
ム
を
調
べ
る

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
夜
間
の
光
刺
激
に
よ
っ
て

内
分
泌
環
境
（
ホ
ル
モ
ン
分
泌
）
が
影
響
を
受
け
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、そ
れ
を
「
労
働
負
荷
（
ス

ト
レ
ス
）
に
よ
る
」
と
言
っ
て
よ
い
の
か
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
今
度
は
、
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
コ
ル
チ

ゾ
ー
ル
（
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
反
応
す
る
ホ
ル
モ
ン

の
代
表
格
）
を
指
標
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
分
泌
の
日
内
リ

ズ
ム
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
ず
は
そ
れ
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
に
、
健
康

な
男
女
の
看
護
師
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
休

日
の
朝
の
８
時
か
ら
翌
日
朝
８
時
ま
で
、
２
時
間
ご

と
と
17
時
の
合
計
14
回
、
血
液
と
唾
液
を
採
取
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
を
計
測
し
、
日
内

リ
ズ
ム
の
変
化
を
観
察
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
男

女
と
も
血
液
中
、
唾
液
中
の
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
分
泌
は

図
３
の
よ
う
に
、
夜
中
の
２
時
に
最
低
値
と
な
り
、

明
け
方
の
８
時
に
最
高
値
を
示
す
日
内
リ
ズ
ム
を
描

く
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

血
液
と
唾
液
、
両
方
の
ホ
ル
モ
ン
濃
度
を
調
べ
る

目
的
は
、
唾
液
中
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
変
化
が
血
液

と
同
様
の
リ
ズ
ム
を
刻
む
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
で

す
。
同
様
で
あ
れ
ば
、
唾
液
採
取
と
い
う
簡
便
な
方

法
で
内
分
泌
環
境
の
変
化
を
捉
え
る
可
能
性
が
開
か

れ
ま
す
。
今
回
の
結
果
で
は
、
唾
液
中
と
血
液
中
の

コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
分
泌
量
の
相
関
関
係
は
、
男
女
と
も

に
良
好
で
し
た
。

深
夜
勤
務
に
よ
り
、
女
性
だ
け
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
リ
ズ
ム
が
変
動
す
る

　

こ
の
よ
う
な
基
礎
デ
ー
タ
を
得
た
後
に
、
看
護
師

の
勤
務
前
後
の
血
液
と
唾
液
を
採
取
し
、
コ
ル
チ

第一部　労災病院分野における性差



血液 唾液

■ 図3コルチゾール濃度の日内リズム
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女性看護師と男性看護師の日内リズムは
同様です。血液でも唾液でも同様です。
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■ 図4 勤務形態と血液中コルチゾール濃度の変化
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8

ゾ
ー
ル
分
泌
の
リ
ズ
ム
が
変
化
す
る
か
ど
う
か
を
調

べ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
た
労
災
病
院
の

看
護
師
に
は
３
つ
の
勤
務
時
間
帯
が
あ
り
、
そ
れ
ら

は
「
昼
間
勤
務
（
８
時
〜
17
時
）」「
準
夜
勤
務
（
17

時
〜
深
夜
０
時
）」「
深
夜
勤
務
（
０
時
〜
８
時
）」

で
す
。
通
常
は
、
数
日
間
の
昼
間
勤
務—

休
日—

深

夜
勤
務
２
日
間—

準
夜
勤
務
２
日
間—

休
日—

昼
間

勤
務
数
日
間
と
い
う
流
れ
で
勤
務
し
ま
す
。

　

図
４
で
は
、
先
に
調
査
し
た
日
内
リ
ズ
ム
を
ト

レ
ー
ス
し
た
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
上
に
、
勤
務
前
後
に

摂
取
し
た
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
の
値
を
乗
せ
た
も
の
を
示

し
て
い
ま
す
。
昼
間
勤
務
の
場
合
は
、
コ
ル
チ
ゾ
ー

ル
の
値
は
通
常
の
日
内
リ
ズ
ム
と
同
様
で
、
深
夜
勤

務
１
日
目
も
同
様
で
す
。
し
か
し
、
女
性
看
護
師
の

み
、
深
夜
勤
務
２
日
目
の
勤
務
前
の
数
値
だ
け
、
日

内
リ
ズ
ム
か
ら
逸
脱
し
た
非
常
に
高
い
値
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
血
液
中
の
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
だ
け

で
な
く
、
唾
液
中
も
同
様
で
し
た
。
今
回
の
発
表
で

は
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
い
ま
す

が
、
実
は
、
他
の
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
コ
ル

チ
ゾ
ン
と
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
に
つ
い
て
も
同
時
に
調
査
し
て

お
り
、
血
液
中
、
唾
液
中
と
も
に
全
く
同
じ
パ
タ
ー

ン
を
描
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
女
性
看
護
師
の
み

深
夜
勤
務
２
日
目
の
勤
務
開
始
前
に
異
常
高
値
を
示

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
深
夜
勤
務
１
日
目
の
終
了
後
か

ら
深
夜
勤
務
２
日
目
の
開
始
前
ま
で
に
、
何
ら
か
の

要
因
に
よ
っ
て
、
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
日
内
リ
ズ
ム
が

非
常
に
大
き
く
乱
さ
れ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
深
夜
勤
務
が
、
副
腎
皮
質
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
、
日
内
リ

ズ
ム
を
消
失
さ
せ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
考
え

ら
れ
、
こ
の
変
化
は
女
性
看
護
師
の
み
に
起
こ
っ
た

こ
と
か
ら
、
女
性
と
男
性
で
は
深
夜
勤
務
の
順
応
性

が
異
な
る
と
い
う
推
測
が
成
り
立
ち
ま
す
。

よ
り
詳
細
で
正
確
な
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
、

さ
ら
な
る
展
開
が
必
要

　

今
回
の
研
究
で
は
新
た
な
知
見
も
得
ま
し
た
が
、

以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

❶ 

深
夜
勤
務
に
よ
る
影
響
は
、
勤
務
終
了
後
い
つ

ま
で
持
続
し
、
い
つ
消
失
す
る
の
か
。（
現
在

の
デ
ー
タ
で
は
、
２
日
目
の
深
夜
勤
務
終
了
34

時
間
後
に
、
準
夜
勤
務
を
開
始
す
る
が
、
そ
の

と
き
ま
で
に
は
、
血
液
中
、
唾
液
中
と
も
に

ホ
ル
モ
ン
濃
度
は
日
内
リ
ズ
ム
と
同
じ
濃
度
に

戻
っ
て
い
る
。）

❷ 

今
回
は
、
女
性
看
護
師
８
名
、
男
性
看
護
師
６

名
で
調
査
し
た
が
、
こ
の
検
体
数
で
充
分
か
。

❸ 

夜
間
労
働
に
よ
る
影
響
に
は
、
加
齢
は
反
映
さ

れ
る
の
か
。

❹ 

血
液
中
あ
る
い
は
唾
液
中
の
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
の
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■ 図5 夜間勤務でメタボになる？

9

濃
度
測
定
は
、
労
働
強
度
の
指
標
に
な
る
か
。

❺ 

労
働
で
は
な
く
、
受
験
勉
強
な
ど
の
深
夜
の
活

動
も
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
日
内
リ
ズ
ム
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
か
。

　

よ
り
正
確
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
た
め
に
は
、
今

後
、
さ
ら
に
大
き
な
規
模
で
実
験
し
、
有
効
性
を
確

か
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
な
ぜ
、
男
女
差
が
あ
る
の
か
」
に
つ
い

て
も
考
察
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
研
究

結
果
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
内
分
泌
学
会
で
の
ポ

ス
タ
ー
発
表
を
は
じ
め
国
内
外
の
学
会
で
発
表
し
た

り
、
高
名
な
内
分
泌
学
者
に
質
問
し
た
り
し
て
い
ま

す
が
、
日
内
リ
ズ
ム
消
失
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
ど
な
た
も
具
体
的
な
推
論
は
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

他
の
研
究
者
に
よ
る
比
較
実
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
ご
く
最
近
発
表
さ
れ
た
論
文
に
「
睡
眠

時
間
が
５
時
間
を
下
回
る
と
、
男
性
は
精
巣
か
ら
分

泌
さ
れ
る
男
性
ホ
ル
モ
ン
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
が

減
少
す
る
」
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
男
性
も
女
性
も
、
夜
働
く
あ
る
い
は
睡
眠
不

足
に
な
る
こ
と
は
、
内
分
泌
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
、
女
性
の
方
が
そ
の
影
響
が
出
や
す
い

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
被
験
者
と
な
っ
た
愛
媛
労
災
病
院
、
和
歌
山

労
災
病
院
の
看
護
師
の
皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を
感
謝
し
、

今
後
も
こ
の
研
究
を
続
け
、
働
く
人
々
に
、
よ
り
健

康
な
働
き
方
を
提
示
し
、
労
災
疾
病
に
関
し
て
は
、

よ
り
効
果
の
あ
る
治
療
方
法
や
予
防
対
策
の
確
立
へ

と
近
づ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

夜働く人はメタボに注意？
〜夜間勤務の健康への影響

　夜間勤務が身体に与える長期的な影響として、メタボリッ

ク症候群の罹患率を高めるのではないかとの仮説を立てて研

究を進めたいと考えています。理由としては、今回の研究で

深夜勤務によってコルチゾールが分泌過多になることがわ

かりましたが、その生理的活性（肝臓で糖新生を促進する

働き等）を考えると、糖尿病、肥満、高血圧を招く可能性が

あるからです。参考データとしては、愛媛労災病院の看護

師が、同病院で人間ドックを受けた際の BMI（Body Mass 

Index：体格指数）データがあります。（図 5）

　一般の受診者は、年齢に伴ってなだらかに BMI 値が上昇

するのに比べて、看護師の BMI 増加は急激で、退職の年齢

になると一気に下がります。これは、夜間労働のある勤務を

している間に、メタボリック症候群に近づく危険性を示唆し

ています。

　もちろん、看護師等夜間に働く人は必要ですから、対策と

しては、現時点では、「深夜勤務明けにきちんと休息をとる」

「夜間勤務があると太りやすくなる可能性を考えて、食事内

容や運動量に気をつける」等が考えられます。いずれにして

も、これらが本当に効果のある予防策であるかどうかは、さ

らなる研究、検討を待たなければなりません。今後も、夜間

勤務が身体に与える影響の研究を続け、医学的なエビデンス

に基づいた予防策を見出したいと考えています。

今日から使える
健康づくりのヒント その１

第一部　労災病院分野における性差



■ 図1 頭痛の分類：国際頭痛分類第2版（ICHD-II）2004

一次性頭痛
機能性頭痛
慢性頭痛

緊張型頭痛
片頭痛

三叉神経痛・大後頭神経痛、
非定型顔面痛など

群発頭痛
その他

二次性頭痛
症候性頭痛
器質性頭痛

頭部神経痛・
顔面痛など

頭部外傷によるもの
血管障害、動脈解離など
非血管性頭蓋内疾患
感染症（脳炎・髄膜炎など）
眼・耳・顔面などに由来する頭痛
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患
者
数
が
多
い
の
は
、

解
剖
学
的
に
は
所
見
の
な
い
機
能
性
頭
痛

 　

日
本
で
は
、
15
歳
以
上
の
７
割
の
人
が
「
頭
が
痛

い
」
あ
る
い
は
「
頭
が
痛
か
っ
た
」
と
い
う
経
験
、

つ
ま
り
頭
痛
を
体
験
し
て
お
り
、
神
経
内
科
医
を

含
め
た
一
般
の
医
師
が
、
頭
痛
の
患
者
さ
ん
を
診
る

こ
と
は
日
常
的
に
非
常
に
多
く
あ
り
ま
す
。
診
断
の

際
に
医
師
は
ま
ず
、
脳
腫
瘍
、
脳
梗
塞
、
髄
膜
炎
と

い
っ
た
脳
に
な
ん
ら
か
の
病
変
を
生
じ
た
こ
と
に
よ

る
「
器
質
性
頭
痛
」
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
持

ち
ま
す
。
そ
し
て
、
器
質
性
頭
痛
が
否
定
さ
れ
る
と

「
こ
の
頭
痛
は
怖
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
と
伝
え
る
だ
け
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
、
な
ぜ
頭
が
痛
い
の
か
と
い
う
理
由

は
あ
ま
り
熱
心
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
み
れ

ば
、
依
然
と
し
て
痛
み
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
は
変

わ
り
な
く
、
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
診
察
を
終
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
脳
に
病
変
を
有
さ
ず
に
起
こ
る
頭

痛
を
「
機
能
性
頭
痛
」
と
い
い
、
片
頭
痛
や
肩
凝
り

に
よ
っ
て
起
こ
る
緊
張
性
頭
痛
が
こ
の
頭
痛
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

　
「
頭
痛
」
は
、
神
経
内
科
の
教
科
書
に
も
「
片
頭

痛
は
女
性
に
多
く
、
群
発
性
頭
痛
は
男
性
に
多
い
」

と
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
、
性
差
が
は
っ
き
り
あ
る

病
気
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
究
は
、
こ

う
し
た
教
科
書
的
な
理
解
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
頭
痛

を
訴
え
る
患
者
さ
ん
の
病
態
を
分
析
し
、
男
性
と
女

性
の
頭
痛
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
を
検
討
す

る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
結
果
か
ら
頭
痛
診
療
に

お
け
る
「
性
差
医
療
」
の
重
要
性
を
考
え
る
こ
と
を

目
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
対
象
と
し
て
、
中
部
労
災
病
院
の
神
経
内

科
と
女
性
外
来
の
受
診
者
の
中
か
ら
「
頭
痛
」
を
主

訴
と
し
て
、
あ
る
い
は
主
訴
の
一
つ
と
し
て
受
診
し

た
方
の
受
診
デ
ー
タ
を
抽
出
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、

ど
の
よ
う
な
頭
痛
か
（
頭
痛
型
診
断
）、
頭
痛
の
重

症
度
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を
行
い
ど
の
よ
う
に
反
応

し
た
か
、
女
性
で
あ
れ
ば
月
経
周
期
や
妊
娠
等
と
の

関
連
の
有
無
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

本
題
に
入
る
前
に
頭
痛
の
分
類
に
つ
い
て
も
う
少

し
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
と
、
先
ほ
ど
か
ら
出
て
き
て

中部労災病院の上條美樹子医師は、専門の神経内科の診療と並行して、同
病院が女性総合外来を開設したときからその発展と充実に寄与し、また、
労災疾病等 13 分野研究においては「働く女性のためのメディカル・ケア」
分野で、女性外来の在り方を検討する「女性外来のモデルシステム開発に
関する研究」（第 1 期）、「働く女性における介護ストレスに関する調査研究」

（第 2 期）に取り組んでいます。これらの診療および研究活動から得たデー
タを元に、今回は「頭痛」という主訴における男女の性差を発表しました。

頭痛診療における
性差について
女性外来および神経内科の受診者のデータから

研究2

中部労災病院　神経内科部長／
女性診療科部長

上條 美樹子



■ 図2 片頭痛における疫学的性差

片頭痛有病率：8.4%
前兆のない片頭痛　有病率 : 5.8%
前兆のある片頭痛　有病率 : 2.6%

片頭痛有病率
前兆のない片頭痛
前兆のある片頭痛
家族歴

男 性 女 性
8.4％
2.1％
1.4％
23.1％

12.9％
9.3％
3.6％

44.9％
Sakai F, et al 1997

■ 図3 女性外来頭痛患者の頭痛

女性総合外来での頭痛患者

神経外来での女性頭痛患者

分類不能

緊張型頭痛

分類不能

片頭痛
緊張型頭痛

片頭痛
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い
る
「
危
な
い
頭
痛
」
す
な
わ

ち
器
質
性
頭
痛
と
は
、
頭
部
外

傷
に
よ
る
頭
痛
、
脳
卒
中
、
脳

出
血
、
く
も
膜
下
出
血
、
動
脈

解
離
に
よ
る
頭
痛
、
髄
膜
炎
、

目
や
耳
、
顔
面
な
ど
の
病
気
を

原
因
と
す
る
頭
痛
な
ど
で
す
。

一
方
の
機
能
性
頭
痛
に
は
、
先

に
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
肩
凝
り

な
ど
か
ら
来
る
緊
張
型
頭
痛
、

血
管
性
頭
痛
で
あ
る
片
頭
痛
、

群
発
頭
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
頭
部
神
経
痛
や
顔
面

痛
な
ど
も
頭
痛
の
一
種
に
分
類
さ
れ
ま
す
。（
図
１
）

　

頭
痛
の
患
者
数
を
見
る
と
、
中
部
労
災
病
院
の
神

経
内
科
（
２
０
１
０
年
）
の
新
患
５
５
２
名
の
う
ち
、

機
能
性
頭
痛
が
１
１
３
名
、
器
質
性
頭
痛
が
24
名
、

女
性
外
来
の
新
患
（
２
０
０
７—

10
年
）
５
８
９
名

で
は
な
ん
と
72
％
の
方
が
頭
痛
を
訴
え
、
そ
の
う
ち

４
２
５
名
が
機
能
性
頭
痛
で
、
器
質
性
頭
痛
は
２
名

で
し
た
。
今
日
は
、
圧
倒
的
に
多
い
機
能
性
頭
痛
の

患
者
さ
ん
を
中
心
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

女
性
の
片
頭
痛
の
重
症
度
は

「
日
常
生
活
を
制
限
す
る
」
割
合
が
高
い

　

片
頭
痛
の
性
差
に
関
し
て
は
、
す
で
に
疫
学
的
な

統
計
が
あ
り
ま
す
。（
図
２
）
男
女
を
比
べ
て
見
る

と
女
性
に
有
病
率
が
高
く
、
中
で
も
前
兆
の
な
い
片

頭
痛
が
女
性
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
性

も
女
性
も
家
族
に
片
頭
痛
持
ち
の
人
が
い
る
「
家
族

歴
」
の
割
合
が
高
く
、
特
に
母
親
が
片
頭
痛
持
ち
で

あ
る
と
、
自
身
も
片
頭
痛
を
持
っ
て
い
る
女
性
の
割

合
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

片
頭
痛
の
有
病
率
を
年
代
別
に
み
る
と
、
15
歳
未

満
の
デ
ー
タ
で
は
有
病
率
に
男
女
の
差
は
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
15
歳
以
上
に
な
る
と
女
性
の
有
病
率

が
ぐ
っ
と
高
く
な
り
ま
す
。
15
歳
以
降
、
す
な
わ
ち

月
経
が
は
じ
ま
る
年
代
に
な
る
と
女
性
の
有
病
率
が

伸
び
、
更
年
期
世
代
を
経
て
徐
々
に
減
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
機
能
性
頭
痛
の
代
表
、
緊
張
性
頭
痛

で
は
、
男
女
差
は
片
頭
痛
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ほ
と
ん
ど
の
年
代
で
女
性
の
有
病
率
の
方
が
少

し
ず
つ
高
く
な
り
ま
す
。
目
立
つ
の
は
、
子
育
て
な

ど
で
忙
し
い
20
〜
30
代
、
そ
し
て
更
年
期
世
代
の
女

性
が
多
い
こ
と
で
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
女
性
外
来
を
受
診
す
る
患
者
さ

ん
の
72
％
が
頭
痛
を
訴
え
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
は

ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
か
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ

半
数
が
片
頭
痛
で
し
た
。
一
方
、
神
経
内
科
外
来
の

女
性
頭
痛
患
者
に
お
け
る
分
類
で
は
、
緊
張
性
頭
痛

が
半
数
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
10
％
ぐ
ら

い
の
割
合
で
、
二
つ
の
頭
痛
が
合
わ
さ
っ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
り
、
心
理
的
な
要
因
が
関
係
し
て
い
る
と

い
っ
た
ど
ち
ら
の
病
気
に
も
分
類
不
可
能
な
頭
痛
が

あ
り
ま
す
。（
図
３
）

　

ま
た
、
片
頭
痛
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
、
頭
痛
が

日
常
生
活
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
を
調

べ
た
結
果
、頭
が
痛
く
て
寝
込
ん
で
し
ま
う
ほ
ど「
重

度
に
生
活
が
制
限
さ
れ
る
」
人
が
、
女
性
で
は
多
い

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

女
性
は
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
変
動
も

頭
痛
の
引
き
金
に
な
る

　

続
い
て
、
女
性
の
内
分
泌
環
境
と
頭
痛
の
関
係
に

つ
い
て
考
察
し
ま
す
。
月
経
と
関
連
す
る
片
頭
痛
の

国
際
分
類
と
し
て
は
、
以
下
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

❶ 

前
兆
の
な
い
純
粋
月
経
時
片
頭
痛:

明
ら
か
に
月

経
に
関
連
す
る
頭
痛
で
、
月
経
開
始
２
日
前
か

ら
月
経
開
始
３
日
目
ま
で
に
生
じ
、
月
経
周
期

３
回
中
２
回
以
上
で
痛
み
の
発
作
が
あ
る
。
月

経
周
期
中
そ
の
他
の
時
期
に
は
痛
み
が
な
い
も

の
。

❷ 

前
兆
の
な
い
月
経
関
連
片
頭
痛:

上
記
の
月
経
周

期
中
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
時
期
に
も
痛
み

第一部　労災病院分野における性差
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を
認
め
る
。

❸ 

前
兆
の
な
い
非
月
経
時
片
頭
痛:

頭
痛
の
発
作
は

月
経
周
期
と
関
係
が
な
い
も
の
。

　

中
部
労
災
病
院
の
女
性
の
片
頭
痛
患
者
さ
ん
を
上

記
で
分
類
す
る
と
、
６
割
以
上
が
❶
も
し
く
は
❷
に

当
て
は
ま
る
月
経
関
連
頭
痛
で
、
重
症
度
で
は
「
重

度
に
生
活
を
制
限
さ
れ
る
」
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
重
症
で
あ
り
な
が
ら
も
、

「
月
経
な
の
で
し
か
た
が
な
い
」
と
自
己
診
断
し
、

我
慢
し
て
過
ご
す
、
あ
る
い
は
市
販
の
解
熱
鎮
痛
薬

を
多
用
す
る
な
ど
、
き
ち
ん
と
し
た
専
門
医
に
よ
る

診
断
を
受
け
ず
に
過
ご
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
大
半

で
し
た
。
ま
た
、
妊
娠
と
片
頭
痛
の
関
係
で
は
、
妊

娠
す
る
と
片
頭
痛
の
頻
度
が
減
る
、
も
し
く
は
消
失

す
る
け
れ
ど
も
、
出
産
後
半
年
ほ
ど
す
る
と
ま
た
発

作
が
戻
り
、
痛
み
は
妊
娠
前
よ
り
も
強
く
な
る
傾
向

が
高
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
張
性
頭
痛
、
片
頭
痛
の
増
悪
因
子
も
、
男
女
に

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の

場
合
は
、
肩
凝
り
、
首
の
周
り
の
筋
肉
の
過
緊
張
、

首
が
ま
っ
す
ぐ
で
生
理
的
な
湾
曲
が
な
い
と
い
っ
た

生
理
的
な
要
因
、
な
で
肩
、
Ｐ
Ｃ
業
務
、
不
眠
、
月

経
周
期
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
男
性
は
、
肩
凝
り
や
首

の
周
り
の
過
緊
張
、
Ｐ
Ｃ
業
務
に
加
え
て
、
運
動
す

る
と
そ
の
後
で
片
頭
痛
が
起
こ
り
や
す
い
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

典
型
的
な
片
頭
痛
に
は
ト
リ
プ
タ
ン
剤
が
よ
く
効

き
ま
す
が
、
こ
の
薬
は
緊
張
性
頭
痛
に
は
あ
ま
り
効

果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
片
頭
痛
と
緊
張
性
頭

痛
を
同
時
に
有
す
る
混
合
型
頭
痛
の
患
者
さ
ん
も
多

く
、
薬
剤
の
選
択
に
苦
慮
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
頭
痛
薬
を
習
慣
的
に
飲
み
続
け
て
い
る
と

「
薬
剤
乱
用
性
頭
痛
」
と
言
っ
て
、
頭
痛
薬
で
頭
痛

が
増
悪
す
る
状
態
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が

必
要
で
す
。
片
頭
痛
が
頻
回
に
起
こ
る
場
合
に
は
予

防
薬
を
用
い
ま
す
が
、
今
ま
で
て
ん
か
ん
の
薬
と
し

て
使
用
さ
れ
て
き
た
バ
ル
プ
ロ
酸
が
片
頭
痛
予
防
に

有
効
な
こ
と
が
最
近
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

頭
痛
は
、
そ
の
有
病
率
に
性
差
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
私
た
ち
の
生
活
の
中
の
い
ろ

い
ろ
な
因
子
が
重
な
り
合
っ
て
原
因
と
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
原
因
や
憎
悪
因
子
に
よ
っ
て
治
療

法
や
有
効
薬
が
異
な
る
た
め
、
頭
痛
診
療
に
あ
た
っ

て
は
、
器
質
性
頭
痛
の
否
定
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

機
能
性
頭
痛
に
関
し
て
は
患
者
さ
ん
の
背
景
を
よ
く

聞
き
、
そ
の
違
い
を
理
解
し
た
上
で
薬
剤
の
選
択
や

生
活
指
導
等
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「頭痛日記」で女性ホルモンが
原因の頭痛かどうかを確かめる

　国際頭痛分類の考え方では、エストロゲンの分泌量の急激な変

動も頭痛の原因の一つとされています。ですから女性は、エスト

ロゲンの変動が起こった直後、すなわち月経が始まった初期の 1

日目、2 日目に片頭痛の発作が起こることが多いのです。

　また、片頭痛持ちの人が妊娠すると、72% が妊娠期間中には

痛みが消失、18.9% が改善するというデータや、エストロゲン

の減少する出産早期には頭痛の発作が再発するという報告もあり

ます。一方で、月経期ではなく排卵期に頭痛を訴える人も少なか

らずおり、この場合は、LH（黄体形成ホルモン）がなんらかの

作用を及ぼしていると考えられます。このように LH やエストロ

ゲンといったホルモンの分泌量の変動幅が、片頭痛を引き起こす

きっかけになっている可能性があります。

　周期的に頭痛を起こす人は、いつ（何をしたとき、何を食べた

とき、天気、睡眠時間、長時間作業の有無、月経周期など）、どん

なタイプの頭痛か（ズキズキ、しめつけられる、がんがんなど）、

また頭痛の持続時間等を記録する「頭痛日記」を一定期間つけて

みると、自分の頭痛のタイプがわかってきます。その上で神経内科

医等を受診すると、より適切な治療を受けることができるでしょう。

今日から使える
健康づくりのヒント その2



■ 図1 線維筋痛症の訴えの例

　　鈍い痛み　　　　刺すような痛み　　　　切られるような痛み
　　締め付けられるような痛み　　　　焼けるような痛み　　　　しびれ

◎腰だけでなく、
体全体が痛く
て、歩行するの
がやっとです。

時々針で刺
されたような
鋭い痛みが
走る。

ことにこの辺
りが激しいし
びれがあり足
首より感覚が
とても鈍い。
（熱に、暑さに
鈍く、冷たさに
敏感である）

右足のふくら
はぎの部分が
とても重く、し
かも足首より
下が自分の
足の感覚が
ない。
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「
慢
性
的
な
痛
み
」
は
更
年
期
女
性
に
多
い

　

今
日
の
講
演
の
タ
イ
ト
ル
「
慢
性
の
痛
み
は
女
性

に
多
い
の
か
？
」で
す
が
、答
え
は「
イ
エ
ス
」で
す
。

２
０
０
９
年
に
、
日
本
国
内
で
２
万
人
規
模
の
調
査

を
行
い
、
腰
痛
、
膝
痛
、
頭
痛
な
ど
痛
み
の
部
位
お

よ
び
痛
み
の
レ
ベ
ル
（
レ
ベ
ル
０
：
痛
み
が
ま
っ
た

く
な
い
〜
レ
ベ
ル
10
：
こ
れ
以
上
我
慢
で
き
な
い
痛

み
が
あ
る
）、
そ
の
痛
み
が
ど
の
程
度
続
い
て
い
る

か
等
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「『
慢
性
的
な
疼

痛
が
あ
る
』
と
は
レ
ベ
ル
５
以
上
の
痛
み
が
３
カ
月

以
上
あ
る
こ
と
」
と
定
義
し
た
場
合
、
女
性
で
「
慢

性
的
な
疼
痛
を
持
っ
て
い
る
」
人
、
す
な
わ
ち
有
病

率
は
25
・
７
％
、
男
性
の
20
・
０
％
よ
り
も
５
ポ
イ

ン
ト
以
上
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ち
な
み
に
、

痛
み
の
部
位
を
多
か
っ
た
順
に
１
位
か
ら
５
位
ま
で

紹
介
す
る
と
、
腰
、
肩
、
ひ
ざ
、
首
、
そ
し
て
、
さ

き
ほ
ど
お
話
の
あ
っ
た
頭
痛
と
な
り
ま
す
。「
慢
性

疼
痛
」
の
有
病
率
が
女
性
の
方
が
高
い
の
は
、
海
外

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
等
）

で
行
わ
れ
た
調
査
で
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
年
代
の
人
が
「
慢
性
的
な
痛
み
」
を

訴
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
年
齢
別
に
み
る
と
女

性
の
有
病
率
は
、
40
歳
以
上
は
お
し
な
べ
て
25
％
を

超
え
、45
〜
49
歳
が
一
番
高
く
て
30
％
を
超
え
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
研
究
で
も
、
広
範
囲
の
慢
性
疼
痛
が
あ

る
（
身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
痛
み
が
あ
る
）
人
を
調
べ

る
と
、
そ
の
有
病
率
は
や
は
り
更
年
期
年
代
で
高
く

な
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
推
測

で
き
る
の
は
、
40
〜
50
代
の
女
性
は
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
分
泌
の
変
化
が
、
自
律
神
経
系

の
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
を
も
た
ら
す
た
め
、
痛
み
や
し

び
れ
の
み
な
ら
ず
多
様
な
症
状
が
出
や
す
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
加
え
て
、
特
に
閉
経
後
か
ら
は
、
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
の
低
下
が
骨
密
度
の
低
下
を
も
た
ら
す
こ

と
も
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

女
性
に
多
い
痛
み
の
病
気
「
線
維
筋
痛
症
」

　

さ
き
ほ
ど
上
條
先
生
が
、
頭
痛
に
お
け
る
機
能
的

な
痛
み
と
器
質
的
な
痛
み
の
お
話
を
さ
れ
ま
し
た

が
、
慢
性
的
な
痛
み
で
は
、
画
像
検
査
に
は
現
れ
な

い
機
能
的
な
痛
み
の
割
合
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　

機
能
的
な
痛
み
の
例
と
し
て
、
特
に
女
性
に
多
い

労災疾病等 13 分野研究の「身体への過度の負担による筋・骨格系疾
患」分野では、主に職場における腰痛について研究が行われています。
特に松平浩医師は、「腰痛」が起こるメカニズムの研究や改善策、予防
法について新たな知見（「ぎっくり腰は、安静よりも痛みの出ない程度
に活動を維持した方が予後がよい」｢ 腰痛の危険因子としてストレスな
ど心理社会的要因も重要 ｣ 等）を得て、その普及に注力されています。
今回は、これらの研究活動の中から見えてきた性差、具体的には「女
性の更年期」と「痛み」の関係等を発表されました。

慢性の痛みは
女性に多い !?
「職場における腰痛の発症要因の解明に係る
研究・開発、普及」より

研究3

関東労災病院　勤労者 筋・骨格系
疾患研究センター長／労働者健康福
祉機構本部研究ディレクター

松平 浩



■ 図2 機能的な痛みと抑うつのメカニズム

ストレス↑、エストロゲン↓

中脳辺縁系ドーパミンの分泌低下

オピオイドとセロトニンの分泌低下

下行性痛覚抑制系、前頭葉の機能低下

痛覚過敏、抑うつ、
自律神経失調

■ 図3 女性の年齢と骨密度

腰
椎
骨
密
度

（歳）20 40 60 80

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2
（g/c㎡)
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病
気
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
「
線
維
筋
痛
症
」
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
症
状
の
あ
る
患
者
さ
ん

は
、
背
中
や
腰
だ
け
で
な
く
体
の
あ
ち
こ
ち
、
つ
ま

り
広
範
囲
に
痛
み
を
感
じ
て
し
ま
い
、
日
常
生
活
が

大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）
情
緒
的
に

は
不
安
が
強
く
抑
う
つ
的
で
す
。従
来
の
基
準
で
は
、

決
め
ら
れ
た
全
身
の
18
箇
所
を
４
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
力

で
押
し
た
と
き
、
11
箇
所
以
上
に
は
っ
き
り
と
し
た

が
痛
み
が
あ
れ
ば
、「
線
維
筋
痛
症
」
と
診
断
し
ま

す
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
撮
っ
て
も
特
徴
的

な
所
見
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、「
線

維
筋
痛
症
」
の
患
者
さ
ん
で
は
、｢

快
感｣

や
「
痛

み
」
を
制
御
す
る
脳
の
部
位
（
具
体
的
に
は
中
脳
辺

縁
系
）
の
機
能
に
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
、
最

先
端
の
研
究
か
ら
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

脳
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る

機
能
的
な
痛
み
や
そ
の
他
の
症
状

　

一
般
に
痛
み
の
原
因
は
、「
レ
ン
ト
ゲ
ン
等
で
撮

影
し
て
わ
か
る
骨
や
軟
骨
の
変
性
に
よ
る
」
と
考
え

る
方
が
多
い
で
し
ょ
う
。
確
か
に
ひ
ざ
や
股
関
節
の

痛
み
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
変
性
所
見
と
あ
る
程
度
は

相
関
す
る
の
で
す
が
、
腰
痛
や
肩
こ
り
の
多
く
は
、

画
像
所
見
で
説
明
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

緊
張
型
頭
痛
も
含
め
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス
と
関
係
し

ま
す
。

　

具
体
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

（
図
２
）
職
場
や
家
庭
で
の
負
担
感
や
悩
み
、
つ
ま

り
心
理
社
会
的
な
ス
ト
レ
ス
を
処
理
で
き
ず
に
抱
え

て
い
る
と
、
快
感
や
、
痛
み
を
抑
え
る
こ
と
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
脳
内
（
前
述
し
た
中
脳
辺

縁
系
）
の
ド
ー
パ
ミ
ン
と
い
う
物
質
が
分
泌
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
交
感
神
経
が
緊
張
す
る

と
い
っ
た
自
律
神
経
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
を
生

じ
、
筋
肉
の
血
流
が
悪
く
な
り
、
め
ま
い
や
耳
鳴
り
、

吐
き
気
や
下
痢
と
い
っ
た
胃
腸
の
不
調
等
自
律
神
経

失
調
症
状
（
臓
器
の
機
能
的
障
害
）
も
現
れ
や
す
く

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
セ
ロ
ト
ニ

ン
と
い
う
脳
の
安
定
物
質
の
分
泌
低
下
も
も
た
ら
す

の
で
、
不
眠
や
抑
う
つ
的
に
も
な
る
の
で
す
。

　

一
方
、
心
的
な
ス
ト
レ
ス
と
は
別
に
、
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
の
低
下
も
、
中
脳
辺
縁
系
で
の
ド
ー
パ
ミ

ン
の
分
泌
不
足
を
生
じ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
生
理
周
期
に
関
係
し
た
痛

み
や
更
年
期
障
害
を
も
た
ら
す
た
め
、
男
性
よ
り

も
女
性
の
ほ
う
が
痛
み
を
含
む
不
定
愁
訴
を
抱
え

や
す
い
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
不
定
愁
訴

も
原
因
不
明
で
は
な
く
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
低
下

を
き
っ
か
け
と
し
た
脳
の
機
能
障
害
が
原
因
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
頭
痛
、
肩
こ
り
、
腰
痛
に
加

え
、
病
院
で
検
査
し
て
も
器
質
的
な
原
因
が
は
っ
き

り
し
な
い
耳
鳴
り
や
め
ま
い
、
吐
き
気
や
胃
痛
、
下

痢
、
動
悸
・
息
切
れ
、
手
足
の
し
び
れ
や
冷
え
、
あ

る
い
は
睡
眠
障
害
や
抑
う
つ
的
な
気
分
な
ど
が
い
く

つ
か
現
れ
た
時
に
は
、脳
支
配
の
機
能
障
害
を
疑
い
、

少
し
立
ち
止
ま
っ
て
自
分
の
「
ス
ト
レ
ス
」
や
「
負

担
感
」
を
客
観
視
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
女
性



■ 忙しい合間の腰痛予防のこれだけ体操

●移乗など前屈みでの作業後、
●重い物を持った後、
●しばらく座りっぱなしだった
後（特に腰に違和感を感じ
た時）には、必ずすぐに腰を
しっかり反らしましょう！

ただし、立ちっぱなしや歩きっぱなしでいて
痛くなったり違和感を感じた場合にのみ、
いすに座って腰をゆっくり丸めてみてくださ
い。

反る体操

いすで屈める体操

立ちっぱなしで痛くなったら…

脚を軽く開き、膝を伸ばしたま
ま上体をゆっくり3秒間、息を
吐きながら最大限反らします。
これを2～3回繰り返します。

両方の足を開
き、息を吐きなが
らゆっくり床を見
ます。これも3秒
間2～3回行っ
てください。

15

の
場
合
は
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
影
響
も
併
せ
て

考
え
る
こ
と
が
肝
要
で
し
ょ
う
。

骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
の
予
防
に
は
、

日
常
の
運
動
が
大
切

　

続
い
て
骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
女
性

の
年
齢
と
骨
密
度
の
表
（
図
３
）
を
見
る
と
明
ら
か

で
す
が
、
閉
経
を
迎
え
る
と
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌

が
減
り
、相
関
し
て
骨
密
度
が
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
だ
け
で
あ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
に

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
転
倒
に
よ
り
背
骨
な
ど
が
骨
折

し
て
し
ま
う
と
生
活
に
支
障
が
で
ま
す
。
大
た
い
骨

頸
部
（
脚
と
骨
盤
の
つ
な
ぎ
目
、
も
も
の
付
け
根
の

骨
）
の
骨
折
で
は
寝
た
き
り
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
放
射
線
影
響
研
究
所
の
藤

原
佐
枝
子
先
生
ら
に
よ
る
１
９
９
７
年
の
報
告
に
よ

る
と
、
現
在
50
歳
の
女
性
が
、
将
来
骨
粗
鬆
症
関
連

で
骨
折
を
起
こ
す
確
率
は
41
％
。
男
性
の
24
％
と
比

べ
る
と
リ
ス
ク
が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
骨
折
を
予
防
す
る
た
め
に
日
頃
で
き
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
。
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
研
究
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
研
究
で
は
、「
日

常
の
活
動
性
が
乏
し
い
高
齢
女
性
」
は
、「
毎
日
30

分
以
上
歩
い
て
い
る
」
人
よ
り
も
１
・
85
倍
、「
９

階
分
以
上
の
階
段
を
上
が
っ
て
い
る
」人
よ
り
も
３
・

43
倍
の
骨
折
経
験
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
研
究
で
も
同
様
に
、
日
常
の
活

動
強
度
の
高
い
人
の
方
が
大
た
い
骨
頸
部
骨
折
の
発

生
率
が
低
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、

積
極
的
に
散
歩
す
る
な
ど
日
常
の
活
動
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
、
転
倒
や
骨
折
に
伴
う
寝
た
き
り
の
予

防
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
で
も
「
家
庭
で
で
き
る
軽
微
な
背
筋

運
動
を
４
カ
月
間
続
け
る
こ
と
で
、
骨
粗
鬆
患
者
の

背
筋
力
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
改
善
さ
れ
た
」
と
い
う
東
北
大

学
の
井
樋
栄
二
先
生
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
報
告

も
あ
り
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
更
年

期
以
降
の
女
性
は
、
将
来
寝
た
き
り
や
腰
曲
が
り
に

な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、
骨
折
や
転
倒
リ
ス

ク
を
減
ら
す
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
お
薬
（
骨
折
予
防

に
は
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製
剤
や
塩
酸
ラ
ロ
キ

シ
フ
ェ
ン
な
ど
、
転
倒
予
防
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
）
を

服
用
す
る
こ
と
を
専
門
医
と
相
談
し
つ
つ
、
運
動
の

日
常
化
を
強
く
お
薦
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

忙しい合間の腰痛予防「これだけ体操！」

　腰痛の予防のためには、しばらく猫背姿勢でいたりかがむ動作を

した後、腰をしっかり 2 〜 3 回反らしましょう。これだけです。な

ぜこのようにするのかというと、椎間板の中心に髄核というものが

あり、前屈姿勢を続けると髄核が後ろの方に移動して、「ぎっくり腰」

や「椎間板ヘルニア」になるリスクが増すからです。そこで、ひど

くなる前に腰を反らせる動作によって髄核を真ん中に戻します。風

邪予防でうがいや手洗いをするような感覚で、そのつどメンテナン

スすることを心がけましょう。

今日から使える
健康づくりのヒント その3

第一部　労災病院分野における性差



■ 図1 過労死事例　203名の死因と基礎疾患

死因

◎過労死の９５％以上は男性！

基礎疾患

高血圧
80名

（39.4％）

なし
91名

（44.0％）

脳出血
46名

（22.7％）
脳梗塞
13名
（6.4％）

その他
8名（3.9％）

不整脈
16名（7.9％）

上畑鉄之丞「過労死の研究」より

糖尿病
8名
（3.9％）

大動脈破裂
4名（1.9％）

くも膜下出血
63名

（31.0％）

急性心不全
44名

（21.6％）

心筋梗塞
33名

（16.2％）
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過
労
死
の
95
％
は
男
性

　

上
條
先
生
は
「
女
性
の
方
が
頭
痛
の
有
病
率
が
高

い
」、
ま
た
、
松
平
先
生
は
「
女
性
の
方
が
痛
み
の

感
受
性
が
高
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
脳
・
心
臓
疾
患
発
症
の
リ
ス
ク
」
と
い
う
視
点
か

ら
み
れ
ば
、
少
な
く
と
も
閉
経
ま
で
は
、
女
性
の
方

が
男
性
に
比
べ
る
と
〝
有
利
〟
で
す
。
過
労
死
は

「
過
重
な
業
務
が
引
き
金
と
な
り
、
高
血
圧
や
動
脈

硬
化
な
ど
の
基
礎
疾
患
（
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
病

気
）
が
悪
化
し
て
、
急
性
の
脳
・
心
臓
疾
患
を
発
症

し
、
死
亡
す
る
、
あ
る
い
は
半
永
久
的
に
労
働
不
能

に
陥
っ
た
状
態
」と
定
義
さ
れ
ま
す
。広
義
に
は
、脳
・

心
臓
疾
患
に
と
ど
ま
ら
ず
、
過
重
労
働
か
ら
う
つ
病

に
陥
っ
て
自

ら
命
を
絶
つ

「
過
労
自
殺
」

も
含
み
ま

す
。
過
労
死

は
２
０
０
０

年
以
降
、
急

激
に
増
え
、

大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ

て
お
り
、
こ

の
予
防
は
非

常
に
重
要
な

課
題
で
す
。

　

過
労
死
は
ど
う
い
う
原
因
で
起
こ
る
か
、
そ
の
基

礎
疾
患
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
図
１
）
過
労
死
さ
れ

た
方
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
た
病
気
を
見
る
と
、
高

血
圧
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
過
労
死
の
95
％
以
上
が
男
性
で
、
女
性
は

非
常
に
少
な
い
。
つ
ま
り
、
男
性
の
高
血
圧
患
者
が

過
労
死
の
高
リ
ス
ク
群
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

高
血
圧
は
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
キ
ラ
ー
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
初
期
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
な
い
の
で
受

診
の
動
機
付
け
が
起
こ
り
に
く
い
の
で
す
が
、
高
血

圧
を
放
置
し
て
過
重
な
労
働
に
就
く
こ
と
は
と
て
も

危
険
で
す
。
早
い
う
ち
に
適
切
な
高
血
圧
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
過
労
死
予
防
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

女
性
は
脳
卒
中
を
起
こ
し
に
く
い

　

な
ぜ
、
女
性
に
過
労
死
が
少
な
い
の
か
を
説
明

す
る
前
に
、
最
近
、
日
本
で
行
わ
れ
た
大
き
な
疫

学
研
究
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

JPH
C

（Japan Public H
ealth Center-based 

Prospective Center

）
研
究
と
呼
ば
れ
る
大
規

模
な
も
の
で
、
日
本
人
２
万
３
３
１
３
名
（
男
性

８
２
４
９
名
、
女
性
１
万
５
０
６
４
名
、
平
均
年
齢

は
ど
ち
ら
も
55
歳
）
を
11
年
間
追
跡
調
査
し
た
も
の

で
す
。
追
跡
期
間
中
、
脳
・
心
臓
疾
患
を
発
症
し

た
人
は
、
男
性
で
３
９
５
名
（
４
・
７
％
）、
女
性

２
９
８
名
（
２
％
）
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
男

性
の
方
が
女
性
よ
り
も
脳
・
心
臓
疾
患
を
起
こ
す
割

合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
内
訳
を
見

宗像正徳医師は、循環器の専門医であり、労災疾病等 13 分野研究では「業
務の過重負担による脳・心臓疾患（過労死）」分野の主任研究者を務め、「労
働、心理ストレスと脳・心臓疾患発症の関係」や「長時間労働と脳・心臓
疾患発症の関連」、「過重労働が健康障害を引き起こす機序の解明」等を調査、
研究しています。これらの研究から、脳疾患、心臓疾患の発症リスクは女
性の方が男性よりも低く、その理由の一つは、ストレスに対する血圧反応
の違いであることがわかりました。

女性はストレスに強い！
男女で異なる
ストレス性血圧反応
「業務の過重負担による脳・心臓疾患（過労死）」分野研究より

研究4

東北労災病院 勤労者予防医療
センター　相談・指導部長

宗像 正徳



日本高血圧学会の定める高血圧の基準
分類
至適血圧
正常血圧
正常高値血圧
Ⅰ度（軽症）高血圧
Ⅱ度（中等症）高血圧
Ⅲ度（重症）高血圧

拡張期血圧(mmHg)
＜80
＜85
85 - 89
90 - 99
100 - 109
≧110

収縮期血圧(mmHg)
＜120
＜130
130 - 139
140 - 159
160 - 179
≧180

かつ
かつ
または
または
または
または

■ 図2 血圧レベルと脳卒中の起こりやすさ
　　　　　　　　　　　̶至適血圧の危険度を１とする̶

男性 女性

0
1
2
3
4
5
6
7
8

危
険
度

至
適
血
圧

正
常
血
圧

正
常
高
値
血
圧

Ⅰ
度
高
血
圧

Ⅱ
度
高
血
圧

Ⅲ
度
高
血
圧

0
1
2
3
4
5
6
7
8

危
険
度

至
適
血
圧

正
常
血
圧

正
常
高
値
血
圧

Ⅰ
度
高
血
圧

Ⅱ
度
高
血
圧

Ⅲ
度
高
血
圧
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る
と
脳
卒
中
の
方
が
心
臓
病
よ
り
数
倍

多
く
、
日
本
人
は
、
虚
血
性
心
臓
疾
患

よ
り
も
脳
卒
中
に
な
り
や
す
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

男
性
に
比
べ
て
女
性
の
方
が
脳
卒
中

を
起
こ
し
に
く
い
こ
と
は
、
別
の
デ
ー

タ
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

血
圧
レ
ベ
ル
と
脳
卒
中
の
起
こ
り
や
す

さ
を
調
べ
た
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。（
図
２
）
脳
卒
中
を
発
症
す

る
リ
ス
ク
が
最
も
低
い
血
圧
を
「
至
適

血
圧
」
と
い
い
、
こ
の
場
合
の
脳
卒
中

発
症
リ
ス
ク
を
１
と
し
て
、
他
の
血
圧

レ
ベ
ル
と
比
べ
る
と
、
男
女
と
も
血
圧

レ
ベ
ル
の
上
昇
に
従
い
リ
ス
ク
は
上
昇

し
ま
す
。
し
か
し
、
正
常
高
値
血
圧
で

両
者
の
リ
ス
ク
を
比
較
す
る
と
、
男
性

は
２
・
６
で
あ
る
の
に
対
し
女
性
は
２

程
度
で
、
高
血
圧
に
至
る
前
の
軽
度
の

血
圧
上
昇
の
段
階
で
男
性
の
方
が
女
性

に
比
べ
脳
卒
中
発
症
の
危
険
度
が
高
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
差
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

女
性
の
柔
ら
か
な
血
管
が

血
圧
上
昇
を
抑
制
す
る

　

そ
の
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る

血
圧
反
応
の
男
女
差
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
調

べ
る
た
め
に
、
医
師
の
診
察
時
と
計
算
問
題
を
や
っ

て
い
た
だ
い
た
時
の
脈
拍
と
血
圧
を
モ
ニ
タ
ー
し
安

静
時
と
比
較
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
も
ご
経
験
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
宅
で
血
圧
を
測
る
と
低

い
の
に
、
病
院
で
測
っ
て
も
ら
う
と
上
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
白
衣
現
象
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
病
院
と
い
う
特
殊
な
状
況
下
で
、
緊

張
の
た
め
血
圧
が
上
が
る
の
で
す
。
計
算
問
題
は
心

理
的
ス
ト
レ
ス
の
か
か
っ
た
状
態
に
す
る
た
め
で
す
。

　

東
北
労
災
病
院
に
来
ら
れ
た
新
規
の
高
血
圧
患
者

さ
ん
男
女
40
名
ず
つ
に
つ
い
て
、
ス
ト
レ
ス
性
の
血

圧
反
応
を
調
べ
る
と
（
図
３
）、
診
察
中
の
血
圧
は

男
性
と
女
性
で
差
異
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
計
算
問
題

中
の
血
圧
は
、
男
性
の
方
が
、
女
性
よ
り
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
男
性
は
女
性
よ
り
ス

ト
レ
ス
性
血
圧
反
応
が
大
き
い
の
で
す
。

　

続
い
て
、
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
血
圧
上
昇

が
、
実
際
に
臓
器
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
調
べ
ま
し
た
。
安
静
状
態
の
血
圧
を
ベ
ー
ス

と
し
、
医
師
の
診
察
時
の
血
圧
上
昇
度
、
計
算
問
題

を
行
っ
て
い
る
と
き
の
血
圧
上
昇
度
と
心
臓
の
肥
大

の
関
係
を
エ
コ
ー
で
調
べ
る
と
、
男
性
は
ど
ち
ら
の

状
況
で
も
、
血
圧
上
昇
度
と
心
臓
肥
大
の
程
度
が
密

接
に
関
係
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
デ
ー

タ
は
、
男
性
で
は
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
血
圧
上
昇
が
心

臓
障
害
性
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

な
ぜ
、
男
性
の
方
が
血
圧
が
上
昇
し
や
す
く
、
心

臓
が
肥
大
し
や
す
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
の
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
血
管
の
硬
さ
が
関
係
し
ま
す
。
閉
経

す
る
ま
で
は
、
女
性
の
血
管
は
男
性
よ
り
し
な
や
か

で
す
。
風
船
に
空
気
を
吹
き
込
む
こ
と
を
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
や
わ
ら
か
い
風
船
で
し
た
ら
の
び

ま
す
か
ら
、
肺
は
全
然
苦
し
く
な
い
で
す
ね
。
し
か

し
、
風
船
の
ゴ
ム
が
硬
け
れ
ば
〝
う
ー
ん
〟
と
い
き

む
力
が
必
要
で
す
。
風
船
を
血
管
、
吹
き
込
む
息
を

血
液
と
す
る
と
、
心
臓
か
ら
血
液
を
押
し
出
す
際
、

血
管
が
し
な
や
か
で
あ
れ
ば
膨
ら
み
ま
す
の
で
血
圧

は
上
昇
せ
ず
に
血
液
が
流
れ
、
心
臓
に
負
担
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
血
管
が
硬
い
と
、
心
臓
が
血

液
を
送
り
出
す
の
に
大
き
な
力
を
必
要
と
し
、
血
圧

も
急
激
に
上
昇
し
、
心
臓
に
過
大
な
負
担
が
か
か
る

と
同
時
に
、
上
昇
し
た
血
圧
は
脳
や
腎
臓
の
血
管
に

も
衝
撃
を
与
え
ま
す
。

　

男
性
の
方
が
肉
体
的
に
は
強
そ
う
に
見
え
ま
す

が
、
ス
ト
レ
ス
に
際
し
、
血
圧
を
大
き
く
上
昇
さ
せ

て
、
心
臓
や
血
管
に
負
担
を
か
け
な
が
ら
が
ん
ば
る

可
哀
そ
う
な
動
物
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
閉
経
前
ま
で
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
女
性
を
守
る

　

こ
の
違
い
に
関
係
す
る
の
が
、
先
ほ
ど
か
ら
も
話

題
に
出
て
い
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
で
す
。
こ
れ
は
月
経

を
引
き
起
こ
す
大
切
な
ホ
ル
モ
ン
で
す
が
、
血
管
保

護
、
動
脈
硬
化
予
防
に
関
し
て
も
、
と
て
も
重
要
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
血
管
を
拡
張
す
る

働
き
、
動
脈
硬
化
の
進
行
を
予
防
す
る
血
管
内
皮
機

能
の
保
持
、
血
栓
を
予
防
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
肝
臓
で
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ
受
容
体
を
増
や
し
、
い

第一部　労災病院分野における性差



■ 図3 安静、医師の診察ならびに心理ストレス時の
　　　 血圧の比較
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わ
ゆ
る
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
あ
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
肝
臓
に
取
り
込
み
や
す
く
し
、
血
液

中
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
濃
度
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
骨
量
の
維
持

や
肌
の
弾
力
を
保
つ
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
合
成
促
進
に
も

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
働
き
に
守
ら
れ
、

女
性
は
健
康
面
で
非
常
に
有
利
な
の
で
す
が
、
閉
経

を
迎
え
る
と
こ
れ
ら
の
作
用
を
い
き
な
り
失
う
た

め
、
血
圧
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
上
昇
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
私
は
高
血
圧
の
外
来
を
担
当
し
て

い
ま
す
が
、閉
経
を
期
に
「
血
圧
が
上
が
っ
た
」「
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
ひ
っ
か
か
っ
た
」
と
い
う
方
が
大

勢
来
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

か
ら
み
て
、
こ
の
時
期
は
、
子
供
の
教
育
、
親
の
介

護
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
も
多
い
で
す
ね
。
つ
ま
り
閉
経

期
は
、
身
体
的
に
は
動
脈
硬
化
が
進
み
や
す
く
な
る

と
同
時
に
、環
境
的
に
は
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
な
り
、

女
性
に
と
っ
て
は
心
身
両
面
で
健
康
障
害
を
起
こ
し

や
す
い
時
期
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。働
く
女
性
で
は
、

こ
の
時
期
は
職
場
で
重
要
な
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
い
る

こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
に
健
康
を
悪
化

さ
せ
な
い
こ
と
は
、
支
障
な
く
仕
事
を
続
け
る
た
め

に
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
の
健
康
保
持
の
た
め
に

重
要
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
私
が
お
勧
め
す
る
の
は
、
40
歳
に

な
っ
た
ら
、
す
な
わ
ち
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
ま
だ
十
分

に
出
て
い
る
段
階
で
、健
康
の
自
己
評
価
を
開
始
し
、

健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
行
動
目
標
を
毎
年
確
認
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
毎
年
健
康
診
断
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば
、
体
重
が
増

え
は
じ
め
た
ら
、
原
因
を
考
え
、
適
正
体
重
に
戻
す

た
め
の
生
活
、
栄
養
、
運
動
行
動
を
心
が
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
40
歳
ぐ
ら
い
か
ら
生
活
習
慣
病
の

予
防
を
心
が
け
れ
ば
、
更
年
期
に
際
し
て
も
急
激
な

生
活
習
慣
病
の
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
、
元

気
に
そ
の
後
も
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考

え
て
お
り
ま
す
。

閉経後も健康に過ごすために、
40歳からの健康チェック！

閉経後に急激な体調変化に戸惑わないように、40 歳頃からの

健康管理が重要です。以下の項目について確認してみましょう。

今日から使える
健康づくりのヒント その4

❶ 健康診断
毎年受けることで自分の弱点を把握します。弱点は見えにくい
こともありますが年齢を重ねると徐々に出てきます。

❷ 遺伝
肉親、特に両親のどちらかが高血圧や動脈硬化、あるいは脳・
心臓疾患を患っているとしたら、自分もその形質を引き継いで
いる可能性があります。早めに予防対策を立て、実行しましょ
う。

❸ 食習慣
健診データ、遺伝データに基づいて見直し、整えましょう。

❹ 運動習慣
健診データ、遺伝データにもとづいて見直し、整えましょう。

❺ 禁煙
女性の喫煙者は、閉経後、急激に重症の動脈硬化が進むことが
多いため、禁煙しましょう。



■ 図1 毎日の「在り方」とメンタルヘルス
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人
は
、
社
会
・
心
理
・
生
物
的
な
存
在

　

働
く
世
代
の
皆
さ
ん
は
、
誰
も
が
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
」
と
い
う
言
葉
を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。「
心
の
健
康
」と
い
う
意
味
で
す
が
、

は
た
し
て
、
現
代
の
う
つ
病
と
か
、
ス
ト
レ
ス
の
問

題
は
「
心
」
の
領
域
だ
け
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
実
際
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
う
つ
病
」
や
「
ス
ト
レ
ス
」
は
、
私
た
ち
人
間

が
毎
日
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、
社
会

で
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
の
か
に
関

わ
る
問
題
で
す
。少
し
哲
学
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、

ま
ず
、
人
間
の
存
在
を
３
つ
の
状
態
の
総
合
体
と
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
階
建
て
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
な
図
（
図
１
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一
番
下
の
土
台
に
な
る
の
は
、

私
た
ち
の
生
物
的
な
次
元
、
バ
イ
オ
の
次
元
と
も
呼

び
ま
す
が
、
身

体
や
脳
の
働

き
の
部
分
で

す
。
２
段
目
が

心
理
的
（
サ
イ

コ
）
次
元
で
、

土
台
に
あ
た
る

身
体
、
脳
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
整
っ
て
い
れ

ば
、
そ
こ
で
は

じ
め
て
「
気
分
が
い
い
」
と
か
「
や
る
気
が
あ
る
」

と
い
う
心
理
状
態
に
な
り
、
新
し
い
こ
と
を
考
え
た

り
、
受
け
入
れ
た
り
で
き
ま
す
。
そ
し
て
身
体
の
状

態
が
よ
く
気
分
も
優
れ
て
い
る
状
況
だ
と
、
３
段
目

の
社
会
的
次
元（
ソ
シ
オ
）で
も
、働
き
が
い
を
感
じ
、

よ
い
仲
間
が
で
き
て
く
る
。
そ
し
て
、
生
活
全
体
が

幸
せ
な
状
態
に
な
り
ま
す
。（
幸
せ
な
「
実
存
」）
現

代
の
よ
う
な
〝
う
つ
の
時
代
〟
に
は
、
バ
イ
オ
・
サ

イ
コ
・
ソ
シ
オ
の
３
階
建
て
に
成
り
立
つ
も
の
が「
実

存
」
で
、
そ
の
全
体
像
が
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
な
の
だ
と

い
う
基
本
に
立
ち
返
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

過
度
の
心
の
不
調
は
脳
の
機
能
不
全
を
招
く

　

私
た
ち
は
社
会
の
中
で
生
き
て
い
る
た
め
、
当
然

な
が
ら
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
ま
す
。「
今
度
担

当
す
る
仕
事
は
荷
が
重
い
」
な
ど
と
い
っ
た
、
不
安

感
、
緊
張
感
は
避
け
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
考
え
続
け
る

と
、
ど
ん
ど
ん
憂
う
つ
な
状
態
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
を
「
コ
コ
ロ
・
ブ
ル
ー
」
と
呼
び
ま
す
。
コ
コ

ロ
・
ブ
ル
ー
は
心
が
健
康
な
状
態
で
も
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
い
っ
た
ん
こ
じ
れ
た
人
間
関
係
が

回
復
し
た
り
、
仕
事
を
達
成
で
き
れ
ば
元
に
戻
り
ま

す
。
た
だ
し
、
例
え
ば
睡
眠
不
足
と
併
せ
て
長
期
間

コ
コ
ロ
・
ブ
ル
ー
が
続
い
た
り
、「
今
度
の
仕
事
は
荷

が
重
い
」
と
い
う
思
い
を
抱
え
な
が
ら
過
重
労
働
を

続
け
た
り
す
る
と
脳
の
働
き
が
低
下
し
て
、
が
ん
ば

ろ
う
と
思
っ
て
も
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
か
っ
た
り
、

簡
単
な
こ
と
が
な
か
な
か
思
い
出
せ
な
か
っ
た
り
し

小山文彦医師は労災疾病等 13 分野研究等を通して、うつの状態を、
「憂うつを感じるが原因が緩和、解消されれば気持ちも持ち直す『コ
コロ・ブルー』」の段階と、「心身の疲労が蓄積して脳機能が不調
に陥る『脳ブルー』」という２段階で捉えることを提唱しています。
働く女性は私生活でもライフイベントが多く、何かをきっかけに
心のバランスを崩しがちです。そのような“うつ状態”やメン
タルヘルスの不調について、脳機能や睡眠不足、ホルモンバラン
スの観点から考えることの重要性を提示しました。

働く女性のメンタルヘルス
−ココロ・ブルーと脳ブルー
「勤労者の抑うつ、
疲労の客観的評価に関する研究」より

研究5

香川労災病院勤労者メンタルヘルス
研究センター長／労働者健康福祉機
構本部研究ディレクター　

小山 文彦



■ 図2 日本におけるうつ病の有病率
　  地域住民におけりうつ病の頻度(DSM-Ⅳ 診断基準による「大うつ病」）
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■ 図3 不眠症と うつ病の脳は似ている

IS、SIGH-Dともに、高得点の者程、ひだり前頭葉に有意な血流低下がある。
（15名の脳血流SPECT, SPM8　P＜0.01,  T値画像）

〈不眠の程度（IS）と相関した血流低下〉

〈抑うつ度（SIGH-D）と相関した血流低下〉
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ま
す
。
こ
れ
は
、
身
体
の
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
、
脳
内
の
物

質
伝
達
や
血
流
・
代
謝
の
不
調
が

起
こ
っ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
脳

の
機
能
不
全
、言
っ
て
み
れ
ば「
脳

ブ
ル
ー
」
の
状
態
で
す
。

　

私
た
ち
の
研
究
で
は
、こ
の
「
脳

ブ
ル
ー
」
の
可
視
化
を
試
み
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
２
０
０
８
年

に
ス
ペ
ク
ト
と
い
う
脳
血
流
を
測

定
す
る
機
器
を
用
い
て
う
つ
病
に

罹
っ
た
方
の
脳
の
状
態
を
調
査
し

ま
し
た
。
従
来
か
ら
、
う
つ
病
で

は
左
の
前
頭
葉
の
血
流
が
悪
く

な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
た
ち
の
研
究
で
も
被
験
者
の
左
の
前
頭
葉
の
血

流
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
こ
の
被

験
者
が
１
カ
月
間
治
療
を
受
け
た
後
に
血
流
の
変
化
を

み
る
と
、正
常
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

う
つ
病
は
、
誰
で
も
か
か
る
こ
と
か
ら
「
心
の
風

邪
」
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
実
態
は
決
し
て
「
心
の

持
ち
よ
う
」
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
脳
の
機
能
低
下
に

ま
で
及
ぶ
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

女
性
の
人
生
に
は

う
つ
に
陥
る
き
っ
か
け
が
多
い

　

さ
て
、
今
日
は
、
男
女
の
性
差
が
テ
ー
マ
で
、

こ
れ
ま
で
の
お
話
で
は
、「
慢
性
の
疼
痛
を
訴
え
る

の
は
女
性
の
方
が
多
い
」「
過
労
死
に
至
る
の
は
男

性
の
方
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
日
本
の

う
つ
病
の
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ（
図
２
）を
見
る
と
、

女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

ど
う
し
て
女
性
に
う
つ
病
が
多
い
の
か
。
い
ず
れ

も
、
推
論
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
多

く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
知
見
を
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
、

女
性
に
は
男
性
と
比
べ
て
初
潮
、
妊
娠
、
出
産
、
更

年
期
な
ど
特
有
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
、
そ
の

た
び
に
自
分
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
揺
ら
ぎ

や
す
い
こ
と
が
一
つ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
も
変
化
し
、
と
く
に
自
身
の
子
ど
も
が
巣
立

つ
更
年
期
に
は
、
内
分
泌
環
境
が
劇
的
に
変
わ
り
ま

す
。
そ
の
時
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
耐
性
が
低
下
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
働
き

も
注
目
さ
れ
ま
す
。
女
性
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と

い
ま
ま
で
以
上
に
母
子
間
、
夫
婦
間
、
あ
る
い
は
親

し
い
友
人
同
士
な
ど
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
求
め
ま

す
。
そ
の
行
動
の
代
表
的
な
も
の
が「
お
し
ゃ
べ
り
」

で
す
が
、
家
族
を
失
っ
た
り
、
引
っ
越
し
て
近
所
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
れ
な
か
っ
た
り
し
て
孤
立
す
る

と
「
お
し
ゃ
べ
り
」
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と

オ
キ
シ
ト
シ
ン
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
ス
ト
レ

ス
に
対
し
て
も
脆
弱
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
脳
血
流
が
示
す
、

う
つ
病
予
防
に
は
睡
眠
の
確
保
が
カ
ギ

　

続
い
て
、睡
眠
不
足
と
脳
血
流
の
関
係
に
着
目
し
、

そ
れ
を
う
つ
病
の
予
防
に
生
か
そ
う
と
い
う
試
み
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
専
門
医
が
う
つ
病
患
者
さ
ん

を
問
診
し
て
導
き
だ
さ
れ
る
「
抑
う
つ
度
」
と
、「
不

眠
ス
コ
ア
」
を
比
較
す
る
と
、
抑
う
つ
度
が
高
け
れ

ば
高
い
ほ
ど
、
不
眠
ス
コ
ア
も
高
く
、
患
者
さ
ん
の

自
己
診
断
で
も
、
睡
眠
不
足
の
度
合
い
が
高
い
人
ほ

ど
、「
抑
う
つ
度
」
も
高
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
図
（
図
３
）
で
は
、
脳
血
流
が

低
下
し
て
い
る
部
分
を
黄
色
で
示
し
て
い
ま
す
が
、
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上
の
画
像
は
、
睡
眠
不
足
が
進
む
ほ
ど
脳
血
流
が
下

が
る
部
位
、
下
は
抑
う
つ
度
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど

脳
血
流
が
低
下
す
る
部
位
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
位
置
的
に
非
常
に
近
い
と
言
え
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
抑
う
つ
の
解
消
に
は
、
ま
ず
睡
眠
不

足
の
解
消
が
重
要
だ
と
推
測
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

月
間
80
時
間
か
ら
１
０
０
時
間
の
時
間
外
労
働
を

し
た
場
合
、
せ
い
ぜ
い
睡
眠
時
間
は
４
、５
時
間
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
脳
を
充
分
に
休
め
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

睡
眠
不
足
が
続
く
と
前
頭
葉
の
血
流
が
低
下
し

ま
す
か
ら
、
日
常
の
注
意
力
が
下
が
り
、
根
気
が

続
か
な
く
な
る
の
も
当
然
で
す
。
ま
た
、
Ｋ
Ｙ
が

鈍
麻
し
て
し
ま
う
。
い
き
な
り
Ｋ
Ｙ
と
言
い
ま
し

た
が
、一
つ
は
、ご
想
像
の
と
お
り
「
空
気
を
読
む
」

こ
と
で
す
。「
こ
の
相
手
に
、
今
、
こ
れ
を
言
っ
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
場
面
で
不
用
意
な
発
言
を

し
た
り
、
心
遣
い
が
求
め
ら
れ
る
と
き
に
必
要
な

声
掛
け
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
も
う
ひ

と
つ
の
Ｋ
Ｙ
は「
危
険
予
知
」で
す
ね
。
例
え
ば
、「
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
モ
ノ
を
置
い
て
お
く
と
危
な
い
か

ら
整
理
整
頓
し
よ
う
」
と
考
え
る
こ
と
で
す
。
前

頭
葉
の
不
全
か
ら
、
人
間
関
係
の
空
気
が
読
め
な

く
な
っ
た
り
、
危
険
を
予
知
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ

た
り
す
る
と
職
場
の
衛
生
の
み
な
ら
ず
安
全
対
策

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
か
ら
、
睡
眠
不
足
を
解
消

す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　

最
後
に
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

を
保
持
・
増
進
す
る
に
は
、
バ
イ
オ
（
身
体
、
脳
の

機
能
）、
サ
イ
コ
（
心
）
の
充
実
に
加
え
て
、「
こ
の

社
会
の
中
で
ど
う
い
う
在
り
方
を
し
た
い
か
」
を
考

え
る
等
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
保
持
・
再
点
検
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。「
自
分
が
健
康

に
気
を
配
る
の
は
、
社
会
で
活
き
活
き
と
在
り
た
い

か
ら
だ
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
を
持
つ
こ

と
が
重
要
。
ソ
シ
オ
の
次
元
に
あ
る
職
場
環
境
が
良

好
で
あ
れ
ば
、
バ
イ
オ
面
、
す
な
わ
ち
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
も
保
持
で
き
、
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

うつが女性に多い理由

女性にうつ病が多い理由は、以下のように推測されま

す。このことを自覚するだけでも、ココロ・ブルーと

脳ブルーを遠ざけることができるかもしれません。

今日から使える
健康づくりのヒント その5

❶ ライフイベントが多い
初潮、妊娠、出産、更年期は、できるだけ他にストレ
スを招きそうなことを避け、ストレスの対処法を学び、
発散を心がけましょう。

❷ ホルモンバランスの変動
上記のライフイベントは体内のホルモンバランスが変
化する「揺らぎの時期」にあたり、ストレスへの耐性
が低下しがち。とくに、眠りと休養等生活習慣に気を
配りましょう。

❸ オキシトシンの働き　　
孤立、沈黙の時間が増えると、他者との結びつきに関
わるオキシトシンの働きが減り、不安への耐性が下が
り、ストレスに弱くなる可能性があります。はずむ会
話は大切です。

❹ 周囲の反応に敏感である
職場や家庭で、笑みを絶やさない良き人、良き妻、母、
嫁であろうという抑圧もあるでしょう。ときには自分
を解放する機会を探してもいいのです。

❺ ワーク・ライフバランスの問題
多忙の中、仕事と家庭の調和をギリギリで保っている
状態であれば、あらためてワーク・ライフバランスを
見直してみましょう。「一人で、何役こなしています
か？」と。

第一部　労災病院分野における性差
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エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
働
き
に

改
め
て
注
目

吉
田
‥
こ
こ
で
は
「
13
分
野
研
究
に
お

け
る
性
差
を
ど
の
よ
う
に
診
療
現
場

で
実
践
す
る
か
」、「
ス
ト
レ
ス
の
発
散

あ
る
い
は
回
避
方
法
」
と
い
う
二
つ
の

テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

宮
内
‥
私
の
研
究
と
小
山
先
生
の
ご
研

究
に
は
、「
眠
り
方
」
あ
る
い
は
「
睡

眠
不
足
」
と
脳
内
の
反
応
と
い
っ
た
共

通
点
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
果
た

し
て
睡
眠
不
足
に
男
女
差
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

小
山
‥
実
は
最
近
、
労
災
病
院
の
職

員
５
０
０
０
人
余
り
を
対
象
に
、
睡

眠
不
足
や
慢
性
疼
痛
の
有
無
、
あ
る

い
は
抑
う
つ
、
疲
労
感
に
つ
い
て
調

査
し
た
の
で
す
が
、
不
眠
の
訴
え
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
方
に
多

い
よ
う
で
す
。
そ
こ
か
ら
起
こ
る
反

応
に
つ
い
て
は
、
宮
内
先
生
の
今
日

の
ご
発
表
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

松
平
‥
宮
内
先
生
の
ご
研
究
で
す
が
、

女
性
被
験
者
の
月
経
周
期
に
よ
る
影
響

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
内
‥
今
回
の
被
験
者
は
全
員
規
則
的

な
月
経
周
期
を
維
持
し
て
お
り
、か
つ
、

酒
、
た
ば
こ
は
摂
取
し
て
い
ま
せ
ん
。

検
体
の
採
取
は
月
経
開
始
か
ら
６
日
目

以
降
９
日
目
以
内
と
い
う
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
影
響
を
最
も
受
け
に
く
い
時
期
に

行
い
ま
し
た
の
で
、
影
響
は
か
な
り
排

除
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

宗
像
‥
自
分
の
発
表
に
一
言
追
加
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
女
性
は
閉
経
す
る
ま
で

は
、
血
圧
に
関
し
て
言
え
ば
ス
ト
レ
ス

に
強
く
有
利
だ
と
い
う
お
話
を
し
た
の

で
す
が
、
人
に
よ
っ
て
は
閉
経
後
の
健

康
状
態
の
落
差
が
大
き
く
、
動
脈
硬
化

や
高
血
圧
が
急
激
に
進
ん
だ
り
し
ま

す
。
ま
た
、
70
歳
以
降
に
な
る
と
脳
卒

中
の
発
症
リ
ス
ク
の
男
女
差
は
な
く
な

り
ま
す
。
女
性
は
若
い
う
ち
、
す
な
わ

ち
血
管
が
柔
ら
か
い
と
き
は
そ
れ
ほ
ど

症
状
が
出
ま
せ
ん
が
、
更
年
期
以
降
は

要
注
意
。
健
康
な
老
後
に
向
け
て
、
早

目
に
健
康
管
理
を
し
て
備
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
平
‥
更
年
期
以
降
に
体
調
を
崩
す
こ

と
が
多
い
と
い
う
事
実
、
つ
ま
り
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
の
働
き
は
、
慢
性
の
痛
み
を

診
療
す
る
際
に
も
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
方
、
整
形
外
科
分
野
で
は
、
腰

椎
変
性
す
べ
り
症
が
中
高
年
の
経
産
婦

に
多
く
み
ら
れ
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影

響
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
こ
の
変
形
が
あ
っ
て
も
必
ず
腰
痛
が

あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。す
べ
り
症
が
、

神
経
が
圧
迫
さ
れ
る
脊
柱
管
狭
窄
症
の

要
因
と
し
て
関
与
し
た
場
合
に
、
治
療

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

上
條
‥
慢
性
の
痛
み
が
女
性
に
多
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
痛
み
に
対
す
る
反
応

に
男
女
差
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
平
‥
伝
統
的
に
女
性
の
方
が
痛
み
に

強
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
私
は
、
し
っ
か
り
し
た
医
学
的

Panel Discussion

●座長　中部労災病院 院長 吉田 純
●パネリスト（発表講演順）
　　愛媛労災病院 宮内 文久（産婦人科）
　　中部労災病院 上條 美樹子（神経内科、女性総合外来）

研究から見えてきた性差をどう生かすか
発表に続き「研究成果をどのように診療や健康づくりに生かすか」について、

パネルディスカッション形式で意見交換が行われました。

関東労災病医 松平 浩（整形外科）
東北労災病院 宗像 正徳（循環器内科）
香川労災病院 小山 文彦（精神科）

第 9 回女性医療フォーラムのリーフレットと会場の様子。
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な
根
拠
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
ス
ト
レ
ス
が
多
い
時
に
卵
胞
期
の

初
期
が
重
な
る
と
、
女
性
は
痛
み
に
脆

弱
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
科
学
的
に

わ
か
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
認
識
で
す
。

上
條
‥
神
経
内
科
的
な
疾
患
で
見
る

と
、
男
性
の
方
が
痛
み
に
弱
い
印
象
が

あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
末
梢
神
経

が
障
害
さ
れ
る
糖
尿
病
性
ニ
ュ
ー
ロ

パ
チ
ー
や
ア
ル
コ
ー
ル
性
ニ
ュ
ー
ロ
パ

チ
ー
に
よ
る
痛
み
で
す
。
ニ
ュ
ー
ロ
パ

チ
ー
は
喫
煙
な
ど
が
リ
ス
ク
要
因
と
な

る
た
め
男
性
の
方
が
高
リ
ス
ク
で
す

が
、
女
性
の
場
合
は
、
も
し
か
し
た
ら
、

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
守
っ
て
く
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ド
ー
パ
ミ
ン
も
〝
元
気
〟
の

キ
ー
ワ
ー
ド

上
條
‥
続
い
て
小
山
先
生
に
お
聞
き
し

た
い
の
で
す
が
、
私
の
経
験
で
は
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

初
期
は
、
コ
コ
ロ
・
ブ
ル
ー
と
い
う
か
、

う
つ
と
見
分
け
が
つ
き
に
く
い
の
で
す

が
、
コ
コ
ロ
・
ブ
ル
ー
は
認
知
機
能
の

低
下
に
も
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。

小
山
‥
例
え
ば
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
発

症
さ
れ
た
方
の
「
う
つ
」
は
、コ
コ
ロ
・

ブ
ル
ー
と
い
う
よ
り
も
脳
ブ
ル
ー
の
変

化
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
ド
ー
パ
ミ
ン

と
い
う
神
経
伝
達
物
質
が
脳
内
で
き
ち

ん
と
働
い
て
い
る
と
、「
あ
、わ
か
っ
た
」

と
か
「
思
い
だ
し
た
」
等
「
ハ
ッ
」
と

す
る
よ
う
な
体
験
が
あ
る
の
で
す
が
、

ド
ー
パ
ミ
ン
の
働
き
が
弱
く
な
る
と
そ

う
し
た
体
験
が
少
な
く
な
り
、
そ
の
結

果
、心
理
的
に
も「
自
分
は
う
ま
く
い
っ

て
な
い
」
と
思
う
コ
コ
ロ
・
ブ
ル
ー
に

な
り
、
い
わ
ゆ
る
自
己
効
力
が
下
が
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

上
條
‥
性
差
と
は
離
れ
ま
す
が
、
年
齢

を
重
ね
な
が
ら
元
気
に
過
ご
す
に
は
、

ド
ー
パ
ミ
ン
も
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

松
平
‥
そ
れ
に
は
私
も
同
意
し
ま
す
。

快
感
の
み
な
ら
ず
「
痛
み
」
に
対
処
す

る
に
も
、
ド
ー
パ
ミ
ン
が
安
定
し
て
分

泌
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、

線
維
筋
痛
症
の
患
者
で
は
、
中
脳
辺
縁

系
で
の
ド
ー
パ
ミ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
機

能
障
害
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
回
避
に
は
会
話
が
重
要

吉
田
‥
ス
ト
レ
ス
の
発
散
や
回
避
方
法

に
つ
い
て
ご
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

宮
内
‥
医
学
エ
ビ
デ
ン
ス
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
更
年
期
障
害
の
患
者
さ
ん
と

お
話
す
る
中
か
ら
見
え
て
き
た
「
症
状

の
憎
悪
要
因
」
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
昇
進
な
ど
責
任
の
ス
ト
レ
ス
。

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
で
健
康

に
自
信
を
な
く
す
こ
と
。
そ
し
て
三
つ

目
は
会
話
が
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
更

年
期
女
性
で
は
多
く
の
場
合
、
子
ど
も

さ
ん
が
巣
立
ち
、
家
庭
で
の
会
話
が
減

少
し
ま
す
。
男
性
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女

性
を
守
る
た
め
に
、
一
番
貢
献
で
き
る

の
は
会
話
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

会
話
に
は
、
不
安
感
や
孤
立
感
を
遠
ざ

け
る
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
小

山
先
生
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

小
山
‥
私
の
発
表
で
も
触
れ
ま
し
た

が
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
い
う
神
経
伝
達

物
質
が
あ
り
、
そ
れ
は
人
と
仲
良
し
に

な
り
た
い
、
深
く
知
り
合
い
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
結
び
つ
き
の

ホ
ル
モ
ン
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
働

き
が
活
発
で
あ
る
と
女
性
は
元
気
で
す

が
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
相
手
が
い
な

い
、
仲
良
く
し
た
い
の
に
で
き
な
い
と

オ
キ
シ
ト
シ
ン
も
働
か
ず
心
理
的
な
孤

立
感
を
深
め
ま
す
。
そ
れ
を
避
け
る
一

番
の
文
明
の
利
器
は
お
し
ゃ
べ
り
。
言

葉
を
探
し
、
ど
ん
な
表
情
で
相
手
に
伝

え
よ
う
か
と
工
夫
し
、
伝
わ
れ
ば
相
手

か
ら
反
応
が
返
っ
て
く
る
、
そ
の
繰
り

返
し
で
脳
も
活
性
化
さ
れ
ま
す
。

上
條
‥
会
話
は
大
切
で
す
が
、
夫
と
会

話
を
続
け
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
な

あ
と
思
っ
た
り
し
ま
す
（
笑
）。
私
は

ス
ト
レ
ス
の
回
避
に
は
甘
み
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
味
覚
だ
け
で
な
く
、
甘

や
か
さ
れ
る
こ
と
も
含
め
て
。
今
「
介

護
う
つ
」
の
研
究
を
し
て
い
る
の
で
す

が
、
介
護
す
る
、
さ
れ
る
と
い
う
関
係

に
は
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま

す
。
お
嫁
さ
ん
が
舅
を
、
姑
を
、
実
の

親
を
、
妻
が
夫
を
…
…
な
ど
の
中
で
一

番
自
覚
的
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
の
が
、

夫
が
妻
を
介
護
す
る
場
合
で
す
。
こ
の

パ
タ
ー
ン
で
は
「
ご
主
人
よ
く
な
さ
る

わ
ね
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
わ
ね
」
と
周

囲
か
ら
ほ
め
て
も
ら
え
る
の
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
自
分
の
が
ん
ば
り
を
認

め
て
も
ら
え
る
、
甘
み
を
も
ら
え
る
と

い
う
の
も
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
方

法
の
一
つ
で
は
な
い
か
な
、
と
思
い
ま

す
。

吉
田:

さ
ま
ざ
ま
な
13
分
野
研
究
を
総

合
的
に
ど
う
分
析
し
、
対
処
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
、
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

パネルディスカッション
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P4-5 はじめに
【エビデンス】 医療・保健分野で使われる「エビデンス」

とは、臨床試験、疫学調査等科学的な手段によって、あ

る行動や治療法や予防法、医薬品等に“身体に対する影

響がある”と確認されていること。また、科学的根拠

（データ等）そのものを指す。「エビデンスがある」とは、

科学的に信頼に足りる根拠が存在しているという意味で

用いられる。

P6-9 研究 1
夜間労働時の日内リズムの乱れと性差

【メラトニン】脳の松果体から分泌されるホルモンで、ヒ

トでは、昼間には合成が抑制され、夜間に合成が促進さ

れるため、睡眠・覚醒周期などの生体の日内リズムや内

分泌系を制御する働きをもつと考えられている。

【LH】黄体生成ホルモン。脳の下垂体から分泌され、卵

巣に作用して女性ホルモンを分泌させ、排卵を引き起こ

させるなどの働きなどがある。また、卵巣からプロゲス

テロン（黄体ホルモン = 子宮内膜を厚くして受精卵が着

床しやすい状態をつくる、妊娠後の胎盤を安定させる、

基礎体温を上げる等の働きがある）の分泌を促進する。

【コルチゾン】副腎皮質ホルモンのひとつ。コルチゾンは、

人体がストレスに対して反応する際に放出され、血圧を

上昇させたり、体を闘争や逃避に備えさせる働きがある

とされている。

【DHEA】デヒドロエピアンドロステロン。副腎や性腺

で産生される男性ホルモンのひとつ。

P10-12 研究 2
頭痛診療における性差について

【器質性疾患】臓器そのものに病理学的な所見を認めるこ

とのできる病態。

【機能性疾患】病理学的変化を伴わずに起こる疾患・病態。

脳硬膜血管の拡張による片頭痛や、てんかんの一部など。

【片頭痛】脳硬膜（脳の表面を覆う膜）の血管が拡張・収

縮することによって起こる頭痛である血管性頭痛の一種。

脳の片側が痛いから片頭痛というのは誤り。

【混合型頭痛】片頭痛、緊張性頭痛、心因性頭痛などの特

徴を有し、明らかな病型分類ができない頭痛。ストレス

から肩凝りがおこり、緊張性頭痛を我慢していると片頭

痛発作が起こりやすくなるなど。

【トリプタン剤】片頭痛治療薬。予兆があるときや頭痛が

起きた直後に摂取する必要があるため、水なしで飲むこ

とのできる口腔内崩壊錠や、点鼻剤、自己注射などさま

ざまに工夫された形状、使い方の薬剤がある。

P13-15 研究 3 
慢性の痛みは女性に多い !?

【ドーパミン】中枢神経系に存在する神経伝達物質で、特

に中脳辺縁系（A10 神経）では、快感や達成感、痛みの

抑制などに関わる。

【セロトニン】神経伝達物質のひとつで、脳内では中枢神

経系に存在して、ヒトの精神活動に大きな影響を及ぼし

ている。中脳辺縁系でのドーパミン分泌低下に続発する

脳内のセロトニンの減少は、睡眠障害や抑うつ、慢性の

痛みといった心身の不調を誘発すると考えられている。

P16-18 研究 4 
女性はストレスに強い !  男女で異なるストレス性血圧反応

【JPHC 研究】「多目的コホートに基づくがん予防など健

康の維持・増進に役立つエビデンスの構築に関する研究」。

全国 11 の保健所と国立がん研究センター、国立循環器

病研究センター、大学、研究機関、医療機関などとの共

同研究として行われている大規模な疫学研究。

P19-21 研究 5
働く女性のメンタルヘルス - ココロ・ブルーと脳ブルー

【オキシトシン】ホルモンとして、分娩時の子宮収縮や乳

腺の筋線維を収縮させて乳汁分泌を促したり、神経伝達

物資として性行動を調整する他、人間の社会行動、交友

関係、信頼関係の構築に関わるとの見方もある。発見当

初は女性機能に必須のホルモンとされたが、その後男性

にも存在することが確認された。

P22-23  ディスカッション
【腰椎変性すべり症】第 4 腰椎と第 5 腰椎の間に起こり

やすく、分離症を伴わないすべり症を指す。基本的に画

像診断名であるが、腰部脊柱管狭窄症の原因として代表

的なものである。

【糖尿病性ニューロパチー】糖尿病による代謝障害あるい

は、微少血管障害により生じる。多くは足のうらの知覚

鈍磨、知覚過敏を有する。疼痛の強い症例を糖尿病性有

痛性ニューロパチーといい、急激な血糖コントロール、

低血糖発作、神経虚血の合併などによって生じやすい。

【自己効力】現在自分が持っている可能性や余力を感じて

いられること。結果（可能性）と余力（耐性）との好ま

しい予知が自己効力を高める。

用 語 解 説



　第一部の研究発表では、女性の不定愁訴に女性ホルモンが
関与する例等が取り上げられました。患者さんは不定愁訴を
どの診療科に相談したらよいのか迷ったり、迷ったあげく受
診を先延ばしにして悪化させたりすることも少なくないよう
です。
　（独）労働者健康福祉機構では、こうした女性の悩みを受
け止めるために、全国7箇所の労災病院に女性外来を設置
しています。女性外来の特徴は「主訴を限定せず、総合診療
を行う」こと、診察に十分な時間をとり、女性医師や女性ス
タッフが患者さんとの対話を大切にしながら対応することで
す。第二部では、そのうち、釧路、岡山、愛媛労災病院の女
性外来の取組みを、担当医師の座談会で紹介します。加えて、
他の医療機関の女性外来の実践例として、山口大学医学部付
属病院の松田昌子先生に、同病院の「女性診療外来」につい
てご寄稿いただきました。

女性外来の取組み

Chapter

2



26

関東労災病院 働く女性専門外来      星野 寛美医師

釧路労災病院 働く女性のための外来 吉田 眞子医師
岡山労災病院 女性のための総合外来 田端 りか医師
愛媛労災病院 女性専門外来 　　　 木村 慶子医師

座談会

独立行政法人労働者健康福祉機構では、現在全国 7 箇所の労災病院に女性外来を設置しています。
今回は、釧路、岡山、愛媛の各労災病院の女性外来担当者が集まり、それぞれの診療システムや院
内外での連携例、女性医療、性差医療の観点から印象的な症例等について意見交換を行いました。

Chikako Yoshida

Rika Tabata

Keiko Kimura

Hiromi Hoshino

働く女性の健康を支えて……

労災病院の女性外来〜各地での取組み

出席者

司 会
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不
定
愁
訴
を
受
け
と
め
る
女
性
外
来

星
野
寛
美（
司
会
）‥
労
災
病
院
の
女
性
外
来
と
言
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
分
野
や
診
療
シ
ス
テ
ム
の

工
夫
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
の
あ
た

り
も
含
め
て
ご
担
当
の
女
性
外
来
を
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

吉
田
眞
子
‥
釧
路
労
災
病
院
の
「
働
く
女
性
の
た
め

の
外
来
」
は
平
成
17
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
耳
鼻

咽
喉
科
が
専
門
の
私
と
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

の
女
性
医
師
と
２
人
で
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
健

診
部
門
に
最
近
入
ら
れ
た
内
科
の
先
生
が
「
興
味

が
あ
る
」
と
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
り
、
現
在
は
３
人

体
制
で
す
。
診
療
は
週
に
２
回
、
火
曜
日
と
水
曜
日

の
午
後
、
完
全
予
約
制
で
す
。
患
者
数
は
１
日
平
均

２
・
１
人
、
ゆ
っ
く
り
と
お
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
層
で
い
う
と
50
代
が
中
心
で
、
次
い
で
40
代
で

す
ね
。
30
代
、
20
代
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
訴
え
の
中
で
圧
倒
的
に
多
い

の
は
、
不
定
愁
訴
で
す
。
最
近
は
、「
釧
路
労
災
で

は
、
ど
の
科
に
か
か
っ
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
く

て
も
、
女
性
外
来
で
診
て
も
ら
え
る
。」
と
い
っ
た

こ
と
が
地
域
に
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
端
り
か
‥
岡
山
労
災
病
院
の
「
女
性
の
た
め
の
総

合
外
来
」
は
平
成
20
年
の
開
設
以
来
、
毎
週
金
曜
日

に
完
全
予
約
制
で
診
療
し
て
い
ま
す
。
診
療
シ
ス
テ

ム
と
し
て
は
、
予
約
電
話
に
は
予
防
医
療
部
の
保
健

師
が
対
応
し
、
初
め
て
の
方
に
は
具
体
的
な
悩
み
を

お
聞
き
し
て
、
専
門
の
診
療
科
に
振
り
分
け
を
行
い

ま
す
。
例
え
ば
、
子
宮
脱
や
膣
脱
な
ど
で
し
た
ら
、

毎
週
水
曜
日
の
女
性
骨
盤
底
臓
器
外
来
を
、
ま
た
、

尿
漏
れ
や
月
経
不
順
等
で
あ
れ
ば
、
泌
尿
器
科
と
婦

人
科
を
兼
任
す
る
女
性
医
師
が
週
４
回
外
来
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
う
す
る
と
、女
性
外
来
に
来
ら
れ
る
の
は
、

ほ
と
ん
ど
が
吉
田
先
生
も
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
不
定

愁
訴
を
抱
え
た
方
々
で
、私
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
‥
田
端
先
生
お
一
人
で
対
応
し
て
お
ら
れ
る
の

で
す
か
。

田
端
‥
当
院
に
は
、
循
環
器
、
呼
吸
器
、
消
化
器
内

科
、
整
形
外
科
に
も
女
性
医
師
が
い
る
の
で
、
も
ち

ろ
ん
、
い
つ
で
も
紹
介
し
て
診
て
い
た
だ
く
体
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
私
が
ロ
ー
カ
ル
の
新
聞
な

ど
に
出
る
こ
と
が
多
い
の
で
「
こ
の
医
師
に
会
い
た

い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く
、
ま
た
女
性
医

師
に
は
若
手
が
多
く
、
40
代
、
50
代
の
不
定
愁
訴
を

抱
え
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
近
い
年
代
の
医
師

の
方
が
話
し
や
す
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
て
、
私
が

対
応
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

木
村
慶
子
‥
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
人
生

経
験
の
あ
る
医
師
が
担
当
し
た
方
が
患
者
さ
ん
も
安

心
か
と
思
い
ま
す
が
、
人
手
が
な
い
、
と
い
う
現
実

も
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
の
愛
媛
労
災
病
院
の
女
性

外
来
開
設
時
、
私
は
本
当
に
若
手
の
医
師
免
許
取
得

後
３
年
目
で
し
た
。当
院
に
は
女
性
医
師
が
少
な
く
、

現
在
で
も
私
を
含
め
て
３
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
男
女
限
ら
ず
多
く
の
先
生
方
が
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
女
性
外
来
と
し
て
診
療
を
行

う
の
は
一
人
な
の
で
、
吉
田
先
生
、
田
端
先
生
が
う

ら
や
ま
し
い
で
す
。
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
基
本
的

に
初
診
の
み
で
、
再
診
は
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
科
に
診

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
婦
人
科
系
の
疾
患
で
あ
れ

ば
、
産
婦
人
科
の
私
の
担
当
日
に
来
て
い
た
だ
き
ま

す
。
患
者
さ
ん
は
、
30
代
か
ら
40
代
前
半
の
方
が
多

く
、
疾
患
で
多
い
の
は
、
不
正
出
血
や
月
経
不
順
、

月
経
前
症
候
群
な
ど
で
す
。
実
は
、
当
院
で
は
更
年

期
外
来
を
別
に
設
け
て
お
り
、
不
定
愁
訴
を
訴
え
ら

れ
る
方
の
多
く
は
そ
ち
ら
を
受
診
さ
れ
て
い
る
と
思

う
の
で
、
女
性
外
来
の
患
者
さ
ん
は
比
較
的
若
い
よ

う
で
す
。

田
端
‥
私
の
と
こ
ろ
は
40
〜
50
代
が
７
割
ぐ
ら
い
で

す
ね
。
新
患
は
月
に
４
〜
５
人
で
、
再
診
の
患
者
さ

ん
が
多
い
で
す
。

女
性
外
来
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

星
野
‥
患
者
さ
ん
は
、
女
性
外
来
に
何
を
求
め
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
感
じ
ま
す
か
。

吉
田
‥
「
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」
だ
け
で
は
な

く
、
納
得
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
で
は
原
因

が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、い
く
つ
病
院
を
回
っ
て
も「
な

ん
で
も
な
い
」
と
言
わ
れ
る
と
、
患
者
さ
ん
は
自
分

が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
、
傷
つ
き
ま
す
。
医

師
は
つ
い
、「
な
ん
で
も
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
使

う
の
で
す
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
生
命
に
は
関

働く女性の健康を支えて…労災病院の女性外来〜各地での取組み



田端 りか
岡山労災病院「女性のための総合外来」担当
呼吸器内科

28

係
な
い
。」
と
か
「
あ
な
た
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
、

深
刻
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。」
と
い
う
こ
と
。

で
も
、
患
者
さ
ん
は
、
実
際
に
は
具
合
が
悪
い
の
に

「
な
ん
で
も
な
い
」
と
言
わ
れ
て
齟
齬
を
感
じ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
に
は
、
ご
自
分

で
も
ど
こ
が
ど
う
具
合
が
悪
い
の
か
う
ま
く
説
明
で

き
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、〝
誘
導
〟

で
は
な
い
で
す
が
、
一
番
困
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か

を
聞
き
出
し
て
、
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
何
が
必
要

か
と
い
う
確
認
作
業
を
、
医
師
と
患
者
さ
ん
の
双
方

で
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

木
村
‥
そ
う
で
す
ね
。

田
端
‥
患
者
さ
ん
は
、
痛
み
、
辛
さ
を
な
く
し
た
い

の
で
す
が
、
医
師
の
側
が
確
定
診
断
に
こ
だ
わ
っ
て

治
療
に
踏
み
込
め
な
い
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。
私
の

と
こ
ろ
に
、
膠
原
病
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
方
が
来
ら

れ
て
「
多
く
の
病
院
、
皮
膚
科
医
院
な
ど
に
も
行
っ

て
検
査
を
受
け
た
が
、
確
証
が
な
い
か
ら
薬
が
出
せ

な
い
と
言
わ
れ
た
」
と
。
こ
ち
ら
で
も
確
定
診
断
に

は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
膠
原
病
だ

ろ
う
と
見
込
ん
で
、
副
作
用
の
こ
と
や
、
確
定
診
断

で
は
な
い
か
ら
特
定
疾
患
に
当
て
は
ま
ら
ず
治
療
費

が
か
か
る
こ
と
等
を
ご
本
人
と
よ
く
話
し
合
っ
た
上

で
、
ス
テ
ロ
イ
ド
治
療
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
ら
、
ス
ー
ッ
と
症
状
が
治
ま
っ
た
の
で
す
。
た

ま
た
ま
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
新
聞
に
載
り
、
そ
れ
か

ら
何
人
か
、
膠
原
病
関
連
の
患
者
さ
ん
が
続
け
て
来

ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

木
村
‥
や
は
り
女
性
医
師
を
求
め
て
い
る
の
か
な
、

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
は
不
妊
症
と
か
月

経
不
順
等
で
明
ら
か
に
婦
人
科
の
範
疇
な
の
で
す

が
、
男
性
の
医
師
に
あ
た
っ
た
ら
嫌
だ
と
い
う
理
由

で
、
最
初
は
女
性
外
来
に
来
ら
れ
る
方
が
比
較
的
多

い
よ
う
で
す
。
で
も
、
男
性
医
師
だ
と
ダ
メ
と
い
う

こ
と
は
な
く
て
、
例
え
ば
、
当
院
の
産
婦
人
科
や
更

年
期
外
来
を
担
当
し
て
い
る
宮
内
文
久
先
生
は
、
話

し
や
す
い
先
生
と
し
て
女
性
患
者
さ
ん
に
人
気
で
す

の
で
、
女
性
外
来
に
向
い
て
い
る
男
性
医
師
も
い
る

と
思
い
ま
す
。

治
療
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル

星
野
‥
す
で
に
い
く
つ
か
出
て
い
ま
す
が
、
女
性
外

来
を
ご
担
当
さ
れ
る
中
で
印
象
に
残
っ
た
症
例
な
ど

は
あ
り
ま
す
か
。

吉
田
‥
異
な
る
症
例
で
す
が
、
い
ず
れ
も
「
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
我
慢
し
て
い
た
」
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
例

が
あ
り
ま
す
。
一
人
の
方
は
、
と
に
か
く
身
体
が
だ

る
い
、
少
し
の
こ
と
で
息
切
れ
し
、
疲
れ
て
し
ょ
う

が
な
い
と
い
う
40
代
の
女
性
で
、
血
液
検
査
を
す
る

と
強
度
の
貧
血
が
あ
り
原
因
は
子
宮
筋
腫
で
し
た
。

貧
血
の
治
療
を
し
た
ら
体
調
は
戻
り
、
筋
腫
の
方
は

経
過
観
察
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
、
そ
の
方
は

自
営
業
で
ま
っ
た
く
健
康
診
断
を
受
け
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
分
の
健
康
を
省
み
る
時
間
が
な
く
、
そ

れ
で
貧
血
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

 

も
う
一
人
の
方
は
、
初
診
時
は
53
歳
で
、
身
体
の
あ

ち
こ
ち
が
痛
く
て
、
歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

態
で
来
院
さ
れ
ま
し
た
。
問
診
し
た
と
こ
ろ
、
最
後

の
最
後
に
「
実
は
、
乳
房
に
し
こ
り
が
あ
る
」
と
告

白
さ
れ
ま
し
た
。
ご
主
人
が
２
年
前
に
亡
く
な
っ
て

い
て
誰
に
も
相
談
で
き
な
か
っ
た
の
と
、
万
一
重
大

な
病
気
だ
っ
た
ら
と
思
う
と
怖
く
て
受
診
し
な
か
っ

た
と
の
こ
と
。
か
な
り
進
行
し
た
乳
が
ん
で
骨
転
移

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
即
日
入
院
し
て
い
た
だ
き
、

手
術
、
抗
が
ん
剤
治
療
、
放
射
線
治
療
を
行
っ
た
の

で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
し
ば
ら
く
し
て
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
は
、
不
安
と
痛
み
を
一

人
で
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
女
性
だ

か
ら
な
の
か
、
個
人
の
性
格
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
我
慢
に
我
慢
を
重
ね
て
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
女

性
外
来
へ
、
と
い
う
方
が
い
ま
す
。

木
村
‥
た
ま
に
、
自
分
は
こ
の
病
気
だ
と
信
じ
込
ん

で
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
例
え
ば
、
病
院

で
診
断
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
ご
自
分
で
情
報
を
集
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め
て
「
私
、
リ
ウ
マ
チ
な
ん
で
す
。」
と
お
っ
し
ゃ

る
方
が
い
た
り
し
て
…
…
。

田
端
‥
そ
れ
は
男
女
に
関
係
な
く
あ
る
と
思
い
ま

す
。「
咳
が
続
く
か
ら
オ
レ
は
肺
が
ん
だ
。」
と
言
い

張
る
男
性
に
、
何
度
も
禁
煙
を
お
勧
め
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
よ
（
笑
）。

木
村
‥
ご
本
人
に
納
得
い
た
だ
く
に
は
、
ま
ず
客
観

的
な
情
報
を
示
す
し
か
な
い
の
で
、検
査
を
し
て「
こ

こ
が
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
、
リ
ウ
マ
チ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
ね
。」
と
申
し
上
げ
る
の
で
す
が
「
そ
ん
な

は
ず
は
な
い
。」
と
納
得
さ
れ
ず
、
対
応
に
困
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

田
端
‥
私
だ
っ
た
ら
「
リ
ウ
マ
チ
の
診
断
基
準
は
満

た
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
の
少
し
、
か
す
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
ま
ず
、
経
過
を
見

て
い
き
ま
し
ょ
う
か
。」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を

し
ま
す
か
ね
ぇ
。

星
野
‥
う
ま
い
（
笑
）
！

吉
田
‥
で
も
、
木
村
先
生
は
初
診
の
み
だ
そ
う
で
す

か
ら
「
一
緒
に
経
過
を
見
て
行
き
ま
し
ょ
う
ね
。」

と
な
か
な
か
言
え
な
い
の
が
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

木
村
‥
経
過
を
見
た
い
方
は
、
産
婦
人
科
の
方
に
来

て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
田
端
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
生
か
し
て
対
応
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
！

星
野
‥
何
回
か
お
会
い
す
る
と
、
思
い
込
み
も
ほ
ぐ

れ
て
き
ま
す
よ
ね
。
他
に
、
特
に
性
差
医
療
と
い
う

視
点
か
ら
コ
メ
ン
ト
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

田
端
‥
更
年
期
に
な
る
と
女
性
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
ぐ
っ
と
上
昇
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
女
性
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
発
表
が
あ
っ
た
よ

う
に
、
男
女
に
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
に

差
が
あ
り
、
女
性
の
方
は
各
段
に
低
い
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
も
基
準
値
を
超
え
た
女
性
に
対
し
て
、
栄
養

指
導
や
運
動
指
導
、
ま
し
て
や
投
薬
治
療
を
し
て
基

準
値
以
下
に
な
る
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
促
す
べ
き

か
、
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
？ 

リ
ス
ク
に
即
し
た
男

女
別
の
基
準
値
が
で
き
て
欲
し
い
と
い
う
面
で
、
性

差
医
学
・
医
療
の
発
展
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
更
年
期
以
降
の
尿
漏
れ
な
ど
は
明
ら
か
に
性

差
の
あ
る
疾
患
で
、
治
療
で
き
る
こ
と
自
体
、
も
っ

と
知
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

病
院
内
外
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て

星
野
‥
院
内
外
で
の
連
携
の
例
は
い
か
が
で
す
か
。

吉
田
‥
女
性
外
来
で
総
合
的
に
診
断
し
て
専
門
の
診

療
科
へ
と
い
う
流
れ
で
す
が
、
な
る
べ
く
病
院
に
来

て
い
た
だ
く
回
数
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
該
当
す

る
診
療
科
へ
直
接
お
願
い
し
た
り
、
複
数
の
診
療
科

に
か
か
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、
医
療
連
携
室
の

看
護
師
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
予
約
の
段
階
か
ら

各
診
療
科
の
看
護
師
と
情
報
共
有
し
て
患
者
さ
ん
の

便
宜
を
図
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
診
療
時
に

は
、
な
る
べ
く
同
じ
看
護
師
が
担
当
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

田
端
‥
う
ち
は
、
保
健
師
が
相
談
の
お
電
話
を
受
け

て
か
ら
婦
人
科
疾
患
が
明
ら
か
な
場
合
は
直
接
婦
人

科
に
予
約
を
入
れ
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
場
合
は
ま

ず
、
私
が
初
診
を
診
た
後
に
必
要
に
応
じ
て
各
診
療

科
に
連
絡
し
て
振
り
分
け
ま
す
の
で
、
院
内
連
携
が

大
前
提
で
す
。
初
診
の
診
察
後
に
専
門
科
に
つ
な
ぐ

か
迷
う
の
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
精
神
疾
患
と
は
思

わ
れ
な
い
心
理
的
な
症
状
の
方
で
す
ね
。心
療
内
科
・

精
神
科
も
忙
し
い
で
す
し
、
ゆ
っ
く
り
と
お
話
を
す

働く女性の健康を支えて…労災病院の女性外来〜各地での取組み
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る
こ
と
を
求
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ

ン
の
方
は
、
女
性
外
来
で
私
が
担
当
し
て
い
る
状
態

で
す
。
あ
と
、
女
性
の
心
療
内
科
医
に
か
か
り
た
い

と
い
う
方
に
は
、
市
内
の
女
性
医
師
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

木
村
‥
（
愛
媛
労
災
病
院
の
あ
る
）
新
居
浜
市
近
辺

に
は
、
女
性
医
師
が
少
な
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
女

性
医
師
を
期
待
し
て
女
性
外
来
に
乳
腺
の
相
談
に
来

ら
れ
た
方
に
（
男
性
医
師
が
担
当
の
）「
外
科
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。」
と
言
う
の
は
心
苦
し
い
で
す
ね
。

近
隣
の
女
性
医
師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
ら
い

い
な
、
と
思
い
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
専
門
職
と
の

連
携
が
有
効

星
野
‥
話
題
が
変
わ
り
ま
す
が
、私
の
と
こ
ろ
は「
働

く
女
性
専
門
外
来
」
と
し
て
い
る
た
め
か
、
心
身
の

不
調
に
関
連
し
て
、「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
遭
っ

て
い
る
。」
と
か
「
仕
事
量
が
過
重
で
耐
え
ら
れ
そ

う
に
な
い
。」
な
ど
の
悩
み
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

田
端
‥
あ
り
ま
す
ね
。
パ
ワ
ハ
ラ
で
は
な
い
の
で
す

が
、
例
え
ば
、
介
護
系
の
お
仕
事
の
方
な
ど
、
入
浴

介
助
な
ど
体
力
的
に
も
大
変
な
上
に
、
人
数
が
足
り

な
く
て
常
に
気
を
張
っ
て
い
る
か
ら
精
神
的
に
も
負

担
が
大
き
い
…
…
と
か
。

木
村
‥
私
は
、
あ
ま
り
職
場
の
ギ
ス
ギ
ス
し
た
話
な

ど
は
聞
く
こ
と
は
な
い
で
す
。
愛
媛
の
県
民
性
な
の

で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
女
性
は
、
女
性
外
来
な
ど
そ

う
し
た
辛
さ
を
話
す
場
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

男
性
は
、
自
分
の
不
調
を
訴
え
ら
れ
る
場
が
な
い
と

し
た
ら
、
そ
れ
も
ま
た
大
変
だ
な
、
と
思
い
ま
す
。

吉
田
‥
職
場
に
限
ら
ず
、
日
常
的
に
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
お
ら
れ
る
方
は
多
い
で
す
ね
。
釧
路
労
災
病
院

の
女
性
外
来
で
は
、
臨
床
心
理
士
と
の
連
携
も
行
っ

て
い
ま
す
。
田
端
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
い
わ

ゆ
る
〝
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
〟
の
方
に
は
、
ま
ず
、
心

理
士
の
も
と
で
心
理
テ
ス
ト
な
ど
の
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
結
果
か
ら
う
つ
傾
向
等
を
見

て
、
心
療
内
科
・
精
神
科
に
紹
介
す
る
か
判
断
す

る
の
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
は
強
い
け
れ
ど
も
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
で
改
善
し
そ
う
な
方
に
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
ね
。
３
、４
回
通
う
と

「
だ
い
ぶ
楽
に
な
っ
た
。」
と
言
っ
て
、
終
了
す
る
例

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
女
性
外

来
と
は
別
の
日
程
で
臨
床
心
理
士
が
担
当
し
て
い
ま

す
。

星
野
‥
そ
れ
は
医
師
と
心
理
士
の
分
業
・
連
携
と
い

う
意
味
で
理
想
的
で
す
ね
。

田
端
‥
当
院
の
女
性
外
来
は
患
者
さ
ん
が
増
え
続
け

て
い
ま
す
の
で
、
心
理
士
に
週
に
２
〜
３
回
で
も
枠

を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
連
携
し
な
が
ら
診
療
で
き
た

ら
…
…
と
思
い
ま
す
。

学
び
と
工
夫
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
女
性
外
来
の
発
展
を
目
指
す

星
野
‥
と
こ
ろ
で
、女
性
外
来
を
担
当
し
て
い
る
と
、

性
差
医
療
を
は
じ
め
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
皆
さ
ん
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

木
村
‥
労
災
病
院
の
女
性
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
今

日
の
よ
う
な
機
会
に
先
生
方
の
お
話
を
お
伺
い
す
る

の
が
一
番
勉
強
に
な
り
ま
す
。

吉
田
‥
自
分
で
も
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ

内
で
同
じ
女
性
外
来
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
婦
人
科
系
で
知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
星
野
先

生
、
頭
痛
な
ど
神
経
内
科
系
で
し
た
ら
中
部
労
災
の

上
條
先
生
に
ご
相
談
で
き
る
の
が
心
強
い
で
す
ね
。

田
端
‥
そ
の
と
お
り
で
す
。
私
は
そ
の
他
に
、
性
差

医
療
関
連
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
加
入
し
た
り
、

日
本
性
差
医
学
・
医
療
学
会
か
ら
の
情
報
を
参
考
に

し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
勉
強
会
等
は
大
都
市
圏
で

の
開
催
が
多
く
て
な
か
な
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
あ

と
、
医
師
会
の
乳
腺
の
研
修
会
で
勉
強
し
ま
し
て
、

今
は
人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
か
ら
の
流
れ
で
乳
腺
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働く女性の健康管理対策
　（独）労働者健康福祉機構では女性の職場進出の拡大に伴い、女性が安心して働くことができる
よう医療面でのサポートを目的として、女性の保健師が、女性特有の更年期障害、月経不順等の健
康障害や健康障害の原因ともなる妊娠・出産・育児、家庭環境についてアドバイスをいたします。
（主目的は医療面でのサポートですので、育児や家庭環境についてのご相談は、内容によっては専
門機関等をご紹介いたします。）

　また、女性の健康に関しての講習会を開催しています。（不定期）
お問い合わせ、お申し込み等は各労災病院まで御連絡ください。

外
来
も
や
っ
て
い
ま
す
。

木
村
‥
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
私
も
い
ず
れ
は
乳
腺

も
診
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
端
‥
と
く
に
最
近
は
乳
が
ん
が
若
年
化
し
、
若
い

方
に
も
抵
抗
な
く
乳
が
ん
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
乳
房
関
連
の
疾
患
の
診
断
が
で
き
る
女

性
医
師
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
個
人
で

手
を
広
げ
る
と
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
（
笑
）、
人

間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
女
性
か
ら
は
「
今
年
は
女
医
さ

ん
で
よ
か
っ
た
。」
と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
き
、
励

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
田
‥
女
性
の
中
で
も
特
に
主
婦
や
自
営
業
の
方
に

対
し
て
、健
診
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、

女
性
外
来
の
役
割
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
一
度
で
乳
が
ん
健
診
、
婦
人
科
健
診
（
子
宮
頚

が
ん
）、甲
状
腺
健
診
等
が
受
け
ら
れ
る
「
レ
デ
ィ
ー

ス
ド
ッ
ク
」
を
企
画
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
町

村
発
行
の
ク
ー
ポ
ン
も
利
用
で
き
る
こ
と
も
含
め

て
、
地
元
の
ラ
ジ
オ
番
組
や
新
聞
な
ど
に
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
、
広
報
し
て
い
る
最
中
で
す
。
先
程
紹

介
し
た
よ
う
な
、
が
ま
ん
を
重
ね
て
重
篤
な
状
態
に

な
っ
て
か
ら
病
院
に
来
る
の
で
は
な
く
、
普
段
か
ら

健
康
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
、
そ
し
て
生
き
生
き
と

暮
ら
し
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。

星
野
‥
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
医
師
も
女
性
外
来
の

患
者
さ
ん
に
教
え
ら
れ
、
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
今
後

と
も
女
性
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
19年度 20年度 21年度 22年度 23年度見込

■ 講習会参加者数
■ 相談・指導件数

生活指導・講習会実施実績

相談無料

働く女性の健康管理対策を
実施している労災病院

施設名

釧 路
東 北
関 東
中 部
大 阪
和 歌 山
岡 山
愛 媛

電話番号

0154-22-7191
022-275-111
044-411-3131
052-652-5511
072-252-3561
073-451-3181
086-262-0131
0897-33-6191

働く女性の健康を支えて…労災病院の女性外来〜各地での取組み
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日
本
で
初
め
て
、
女
性
総
合
外
来
が
鹿
児
島
大
学

附
属
病
院
に
開
設
さ
れ
て
10
年
が
過
ぎ
た
。
男
性
対

象
に
行
わ
れ
た
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
医
学
デ
ー
タ
を

そ
の
ま
ま
女
性
に
応
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
疑
問
が

も
た
れ
始
め
た
の
は
１
９
８
０
年
代
で
あ
っ
た
。
性

差
に
注
目
し
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
医
療
を
行

う
と
い
う
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、
後
れ
を
と
っ
た

女
性
医
療
の
分
野
で
、
性
差
に
基
づ
い
た
医
療
拠
点

と
し
て
女
性
外
来
が
生
ま
れ
た
。

　

山
口
大
学
で
は
「
女
性
診
療
外
来
」
を
２
０
０
３

年
に
開
設
し
、
内
科
、
婦
人
科
、
外
科
、
精
神
科
、

整
形
外
科
、
皮
膚
科
の
６
診
療
科
の
女
性
医
師
が
連

携
し
て
診
療
を
行
っ
た
。
完
全
予
約
制
と
し
、
患
者

１
人
の
診
療
時
間
を
十
分
に
確
保
し
た
。
多
く
の

医
師
が
女
性
外
来
と
専
門
外
来
を
併
任
し
て
い
た

が
、
女
性
外
来
で
は
診
療
時
間
に
余
裕
が
あ
る
た

め
、
患
者
の
満
足
度
は
高
く
、
医
師
も
落
ち
着
い

て
診
療
で
き
た
傾
向
が
あ
っ
た
。
２
０
１
１
年
６

月
ま
で
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
た
新
患
数

は
２
４
９
５
人
、
総
受
診
者
数
は
１
７
０
４
１
人
で

あ
っ
た
。
新
患
２
４
９
５
人
の
年
齢
は
７
歳
〜
88
歳

で
、
40
歳
代
、
50
歳
代
、
60
歳
代
が
多
く
、
そ
れ
ぞ

れ
約
20
％
で
あ
っ
た
。
診
療
科
は
図
１
に
示
す
よ
う

に
、
婦
人
科
、
内
科
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。
診
断

名
は
図
２
に
示
す
。
受
診
者
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
、

①
訴
え
は
多
岐
に
わ
た
り
、
患
者
１
人
あ
た
り
の

訴
え
の
数
が
複
数
以
上
、
②
内
科
系
受
診
者
で
も
、

メ
ン
タ
ル
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
、

③
女
性
医
師
に
話
し
や
す
い
と
の
理
由
で
来
院
、
と

い
う
よ
う
な
人
が
多
か
っ
た
。

　

女
性
外
来
は
一
般
に
病
棟
患
者
を
持
た
ず
、
外

来
診
療
を
中
心
に
行
い
、
入
院
治
療
が
必
要
な
患

者
は
専
門
外
来
に
紹
介
す
る
。
そ
こ
で
、
女
性
外

来
に
専
門
性
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
し
ば

し
ば
出
さ
れ
る
。

　

近
年
、
性
染
色
体
Ｘ
上
に
多
く
の
生
命
に
か
か
わ

る
遺
伝
情
報
が
あ
る
こ
と
や
性
ホ
ル
モ
ン
が
生
殖
器

以
外
に
も
多
様
な
作
用
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
た
。
中
で
も
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
一
つ
、
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
、
心
・
血
管
系
に
対
す
る
保
護
作

用
、
免
疫
機
能
、
骨
代
謝
、
神
経
系
等
に
対
す
る
作

用
の
他
、
消
化
器
機
能
に
お
い
て
も
新
知
見
が
報
告

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
の
医
学
的
根
拠
と
な
っ
て
い
る

山口大学医学部教授　松田 昌子先生

第９回女性医療フォーラムでは、山口大学医学部教授で同大学医学部付属
病院「女性診療外来」をご担当の松田昌子先生に、同大学病院での女性外
来の取組みについてご講演いただきました。今回の冊子刊行に合わせて、
改めて、女性外来の現状と専門性、特に性差に関わる症例等についてご寄
稿をお願いしました。

特　別　寄　稿

「女性総合外来」の役割

は
じ
め
に

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院

「
女
性
診
療
外
来
」
の
現
状

女
性
外
来
に
専
門
性
は
？
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図1 初診患者担当医師

婦人科 839
34％

内科 767
31％

外科 450
18％

精神科 308
12％

整形外科 64
2％

皮膚科 67
3％

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

（％）

神
経
・
精
神
疾
患

乳
腺
疾
患

産
婦
人
科
系（
痔
、検
診
他
）

月
経
異
常
・
内
分
泌

更
年
期
障
害

皮
膚
科
疾
患

整
形
外
科
的
疾
患

下
部
消
化
管
疾
患

自
律
神
経
失
調
症

心
臓
疾
患

泌
尿
器
系

高
血
圧

そ
の
他

図2 初診患者診断分布

デ
ー
タ
は
そ
の
多
く
が
男
性
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
男
女
差
を
無
視
し
て
検
査
や
治
療
を
行
え

ば
、
一
方
に
適
切
で
も
、
他
方
に
は
過
小
あ
る
い
は

過
多
の
医
療
行
為
を
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
。
図
３
に
我
々
が
経
験
し
た
一
症
例
を
提
示
す

る
。

　

女
性
の
狭
心
症
症
状
は
し
ば
し
ば
男
性
と
は
異
な

り
、
い
わ
ゆ
る
胸
痛
以
外
の
症
状
で
発
症
す
る
こ
と

が
多
い
。
こ
こ
に
挙
げ
た
症
例
は
、
循
環
器
領
域
に

お
け
る
性
差
を
知
ら
な
け
れ
ば
見
過
ご
さ
れ
た
可
能

性
の
高
い
症
例
で
あ
る
。
老
年
病
専
門
医
師
が
、
加

齢
の
生
理
的
機
能
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
て
診
療

す
る
こ
と
と
同
様
、女
性
外
来
を
担
当
す
る
医
師
は
、

性
差
に
基
づ
い
て
女
性
診
療
を
行
う
と
い
う
点
に
お

い
て
、
専
門
性
を
有
す
る
と
考
え
る
。

【主訴】
全身倦怠感

【現病歴】
5・6 年前、他人とのトラブルをきっかけにめまいを発症し、2 週
間入院加療。この頃より食欲低下、易疲労感、嘔吐、体重減少（10kg）
が続き、種々の診療科を受診、多くの検査を受けたが原因不明と
言われた。全身倦怠感が増強し、外出もできなくなり、うつ状態
になっていた。
生活習慣病のリスクファクターは高脂血症のみであった。

【既往歴】
子宮筋腫、突発性難聴、胆嚢摘出術（胆石）、白内障手術

【家族歴】
父が心疾患で 65 歳で死亡；兄は 56 歳の時、
突然意識不明後死亡

【経過】
仮面うつ病と診断されるも、労作時の疲労感の訴えが強かった。
女性の狭心症の症状が男性に比べ非特異的なことがあるという女
性外来医師の判断で虚血性心疾患除外のため運動負荷試験実施。
やや異常傾向を認めたため、CT による冠状動脈検査を施行。CT
上、複数の冠状動脈の石灰化所見を認め、心臓カテーテル検査実
施。結果は多枝病変があり、冠動脈形成術、ステント留置術を受け、
症状は軽快した。

図3  症例 66 歳女性
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■ 労災疾病等 13 分野医学研究・開発、普及事業

http://www.research12.jp/

（独）労働者健康福祉機構が、労災疾病等 13 の分野に関して行っている、高度かつ専門的な医
療の提供およびモデル医療技術の研究・開発、普及事業について、分野ごとの研究、成果等を
このサイトを通して公開している。本冊子第一部で発表された研究等について詳しく知ること
ができる他、研究報告書や研究冊子等のダウンロードも可能。

■ 働く女性のためのヘルスサポートガイド（第１版）平成 20 年発行

http://www.rofuku.go.jp/Portals/0/data0/oshirase/pdf/hatarakujyosei_healthsappot2.pdf

平成 17 年７月から平成 19 年 11 月までに行われた第１回から５回ま
での「女性医療フォーラム」をまとめた冊子。労災病院の女性外来に
ついて担当医師らが語り合う巻頭座談会をはじめ、「女性外来とは」、

「性差医学と女性外来」、「働く女性たち」、「女性医療の担い手たち」
の４つのトピックで、過去のフォーラムで取り上げた話題を紹介。ま
た、労災疾病等 13 分野研究の「働く女性」分野の研究の概要および、
女性外来受診に関する Q&A、労災病院の女性外来についても掲載。
上記サイトにて PDF のダウンロードが可能。

■ 働く女性のためのヘルスサポートガイド（第２版）平成 23 年発行

http://www.rofuku.go.jp/Portals/0/data0/oshirase/pdf/HealthSupport-2nd.pdf

働く女性の健康維持向上のための取組みを、「働く女性の現状と将来」、
「働く女性のためのメディカル・ケア研究」、「女性医療・女性外来の
普及」（女性医療フォーラム第６〜８回のまとめ）の３つの章で紹介。
女性外来開設 10 年を振り返る巻頭座談会では、総合診療科としての
女性外来の在り方についての鼎談を、巻末では各労災病院女性外来の
紹介や医療スタッフ向けの「女性外来実践のためのヒント」等を掲載。
上記サイトにて PDF のダウンロードが可能。  

Reference
〜より深い理解のために〜



働く女性のためのヘルスサポートガイド  別冊

監　　修　　関原 久彦（総括研究ディレクター）

編　　集　　女性医療フォーラム実行員会
発 行 者　　名川 弘一（独立行政法人労働者健康福祉機構  理事長）

発 行 所　　（独）労働者健康福祉機構　勤労者医療課
発行年月　　平成 24 年 3 月

（独）労働者健康福祉機構とは ?

　（独）労働者健康福祉機構は、厚生労働省所管の独立行政法人で、働く人々の職業生活を医療の面から
支えるという理念に基づいて、労働者の健康の維持、増進、疾患の予防や治療、また産業保健推進活動等
に取り組んでいます。
　具体的には、全国 34 の労災病院等における疾病の治療やリハビリテーションおよび職場復帰に至るま
での高度かつ専門的な医療の提供に加え、労災病院に併設された勤労者予防医療センター、勤労者予防医
療部では、生活習慣病やメタボリックシンドローム、メンタルヘルス不調の予防のための個別指導や講習
会、カウンセリングなどを実施しています。また、産業活動に伴って発生する疾病や労働災害など勤労者
の健康問題の解決に寄与するため、労災疾病研究センター（全国に 15 箇所）を設け、研究・開発、普及
活動も行なっています。
　さらに、各都道府県に産業保健推進センター等を設置し、企業の労務人事担当者や衛生管理者、産業医
など産業保健職向けの講習会などを実施して健康的な職場づくりを支援しています。

女性外来の開設、研究・開発、健康管理対策などで働く女性の健康をサポート

　上記のように当機構は勤労者全般を支援していますが、とくに近年、勤労者のおよそ４割を女性が占め
るようになってきたことに伴い、働く女性の健康サポートにも積極的に取り組んでいます。
　例えば、女性のための外来を設置して、特に働く女性に着目しながら、女性医学の確立、女性医療の発
展に寄与することに加え、働く女性健康研究センターでは、女性の職業生活と関連する疾患についての調
査・研究や、疾患のモデル予防法、モデル医療技術の開発のための研究活動などを行っています。また、
一部の勤労者予防医療センター、勤労者予防医療部では、働く女性の健康管理対策や予防活動の支援など
も実施しています。「女性医療フォーラム」はこれらの活動の一環として開催しています。

勤労者医療援護活動 予防活動研究・開発治療活動職場復帰
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働く女性の健康をサポートする（独）労働者健康福祉機構



0126-22-1300

0126-63-2151

0154-22-7191

0178-33-1551

022-275-1111

0186-52-3131

0246-26-1111

0479-48-4111

0436-74-1111

03-3742-7301

044-411-3131

045-474-8111

0256-64-5111

025-543-3123

0765-22-1280

053-462-1211

052-652-5511

0561-54-3131

独立行政法人労働者健康福祉機構

北海道中央
北海道中央・せき損センター

釧　　路
青　　森
東　　北
秋　　田
福　　島
鹿　　島
千　　葉
東　　京
関　　東
横　　浜

燕
新　　潟
富　　山
浜　　松
中　　部

旭

岩見沢市４条東

美唄市東４条南

釧路市中園町

八戸市白銀町

仙台市青葉区台原

大館市軽井沢

いわき市内郷綴町

神栖市土合本町

市原市辰巳台東

大田区大森南

川崎市中原区木月住吉町

横浜市港北区小机町

燕市佐渡

上越市東雲町

魚津市六郎丸

浜松市東区将監町

名古屋市港区港明

尾張旭市平子町北

施設名 所在地 電話番号 施設名 所在地 電話番号

072-252-3561

06-6416-1221

078-231-5901

073-451-3181

0859-33-8181

086-262-0131

0823-72-7171

0836-83-2881

0877-23-3111

0897-33-6191

093-471-1121

093-331-3461

0956-49-2191

0965-33-4151

0866-56-7141

0948-24-7500

大　　阪
関　　西
神　　戸
和 歌  山
山　　陰
岡　　山
中　　国
山　　口
香　　川
愛　　媛
九　　州

九州・門司メディカルセンター
長　　崎
熊　　本

吉備高原医療リハビリ
テーションセンター

総合せき損センター

堺市北区長曽根町

尼崎市稲葉荘

神戸市中央区籠池通

和歌山市木ノ本

米子市皆生新田

岡山市築港緑町

呉市広多賀谷

山陽小野田市大字小野田

丸亀市城東町

新居浜市南小松原町

北九州市小倉南区曽根北町

北九州市門司区東港町

佐世保市瀬戸越

八代市竹原町

加賀郡吉備中央町吉川

飯塚市伊岐須

労災病院グループ

働く女性のための
ヘルスサポートガイド
（独）労働者健康福祉機構

「性差医学・医療」と女性外来、労災疾病等13分野研究の関わり

北海道中央労災病院
せき損センター

北海道中央
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大阪
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九州

九州労災病院
門司メディカルセンター

長崎

熊本

吉備高原医療
リハビリテーションセンター

総合せき損
センター

東北

関東

釧路

女性外来を設置している労災病院

新潟

中部

岡山

愛媛
和歌山

別冊
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